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序　　　　　　文

宇都富市は－今日，県郁として－　さらには北関東を代表する大都市として発展を続

けています。

しかし1このような都市化の進展は－市街地は言うに及ばず市の周辺でも1日来から

引継がれてきた伝統的な生活様式一風俗習慣等を消失させつつあります。

そこで，本数育委員会では－　これらを記録として残す必要から－本格的に民俗資料

の調査に取り組み－昨年度は「古民家調査」を実施し－今年度は「伝統的手仕事調査」

をゝ来年度以降は「祭礼調査」・「民俗芸能調査」等を実施する予定であります。

今臥発刊いたすことになりましたこの「宇都宮の民俗」は，人々の記憶から忘れ

去られようとしているこれらの民俗資料につし－て概観したものであって－前述の調査

結果の集毒筆と相まって－宇都宮の民俗資料の集大成の一部をなすものであります。

調査・編集にあたりましては1県立郷土資料館長の尾島利雄氏」同個舅旨導主事の柏村

祐司氏一並びに宇都宮郷土研究会の皆さまに貴重な御指導と御協力をいただきました。

厚くお礼申しあげます。

本冊子は∴不備な点が多々ありますが－一応一字都′占の民俗のあらましはつかめる

と思いますので－市民の皆さまの手引きとして，あるいは－研究のための基礎資料等

として広〈活用されれば幸し－です。

昭和53年7月

宇部官市教育委員会

教育長　後藤一雄
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凰

序　　　　　文　宇都宮市教育委員会教育長

監修者のことば　栃木県立郷土資料館長

ま　え　が　き

11総　観

2，住　居

3，食　事

4－　衣　類

5－　生　産

後　藤　一　雄

尾　島　利　雄

6－　運搬・交易

7－社会生活

8－　信　仰

9－　人の一生

10－　祭りと年中行事

11，民俗芸能

121歌　謡

参考文献・注

あ　と　が　き

文化財愛護シンボルマークについて

字　このマークは文化財愛護運動の一環として昭和41

年5月に定められたもので，ひろげた両方の手のひ

らのパターンによって日本建築の重要な要素である

斗供のイメージを表わし，これを3つ重ねることに

より文化財という民族の遺産を過去・現在・未来へと永遠に伝

承していくという愛護精神を象徴したものです。
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監修者のことば

「民俗」ということ

栃木県立郷土資料館長　尾　島　利　雄

近年一民俗文化財への関心がとみに高まり，マスコミなどでも－連日「民俗」とい

うことばがとりあげられている。

ところが，いぎ「民俗」とは何かというと－答えられない人がかなりいるようであ

る。「民俗」とは類型的なものでゝ集団によって支えられくり返しくり返し行なわれ

てきたことがらをさすことばであり－民俗学とは，長い間伝承されてきた民俗資料

（例えば風俗習慣）を広くしかも数多く採集し，それを比餃研究整理して－一国の文

化，特に基層文化（庶民の生活文化）を究明する学問とされている。

従って日本民俗学とはゝ簡単にいえば－名もなく貧しく美しく生きた日本の庶民の

生活文化を調べる学問なのである。

こう考えてくると民俗資料とは庶民の生活文化を支えてきた資料でありゝこの庶民

の生活文化財ともいうべき有形無形の資料は－かつての日本の基層文化を形成してい

た庶民層の生活文化を究明するために欠くことのできないものであると同時に－現代

社会の成立を知る上でも重要な手がかりとなるものということになる。

さらにつけ加えるならば，今に残された古き民俗伝承の中には－私たちの未来を考

える上で参考になることもかなりの敷布在する。

一昔前は－一部に「愚民のタワゴトを聞いてそれを歴史なりとするなど笑止千万」

などという声もあったが－今はゝそんなことをいう人はほとんど影をひそめてしまい，

民俗調査の重要なことが－一般人にまで広く浸透しつつある。

今回宇都宮市教育委員会から市内の民俗をまとめた報告書を出したいので－監修の

労をとってほしいとの要請があった軋　これをひきうけたのは，この仕事が1栃木県

の文化財の保有と伝動こ役だつとともに，宇都宮市民はもとより一般県民のふるさと

理解にひえきするところ大なるものがあると信じたからである。

この民俗の小冊子が－各方面で活用されんことを祈りペンをおく。
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ま　え　が　き

本冊子は1栃木県が昭和52年度実施の「緊急民俗文化財分布調査」の際その調査対

象地となった－宇都富市の新市域9地区（野高谷1屋根一　束木代一下川俣一西田中一

坂本一大網1下火下1羽牛田）と独自に調査した2地区（鶉内一　中篠井）の調査結果

とゝ市教育委員会が数年来調査を行なった民俗関係の資料及び県立剰土資料館一下野

民俗研究会等が刊行している民俗関係の研究物の成果を含めてまとめたものです。

52年度行なった11地区（調査地区の概要は1本文の「1，総観（4）」に記した）のう

ち清原地区の野高谷町と瑞穂野地区の東木代町の調底は1宇都宮大学民俗研究会があ

たりまして－他の9地区は－編集も担当した下記の宇都宮郷土研究会員5名の各位が

調査しました。

本冊子を編集するにあたりましては－　監修を県立郷土資料館長の尾島利雄氏にお願

いすると共に同館職員の御助言を受け－　市教育委員会社会教育課長以下一次の者が編

集に関する仕事にあたりました。

なお1各項ごとに記しました解説は1県立郷土資料館指導主事の柏村祐司氏に執筆

をお願いしたものです。

●監　　　修

尾　島　利　雄（栃木県立郷土資料館長・宇都宮大学講師・同大学民俗研究会顧問）

●解説執筆

柏　村　祐　司（栃木県立郷土資料館指導主事）

●編　　　集

◎半　田　　　昭（宇都宮市教育委員会社会教育課長）

横　山　和　夫（宇都宮市立宮の原中学校教諭・宇都宮郷土研究会眉）

阿久津　義　正（　ノ′　　　　′′　　　　　　　　′′　　　）

真　壁　敏　夫（　′′　　姿川中学校教諭・　　　′′　　　）

谷　島　利　康（　′′　　雀宮中学校教諭・　　　′′　　　）

河　越　昌　司（宇都宮市教育委員会社会教育課文化振興係長）

○定　岡　明　義（　　′′　文化振興係主任主事・宇都宮郷土研究会貝）

桜　井　敬　朔（　／／　　　　′／　　）

松　沢　清一郎（　′′　　文化振興係主事）　〔◎編集責任乱○編條主任〕
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1ゝ　総　　　観

（1）地　　理

宇都宮市はゝ　栃木県の8・まぼ中央一　束京から北100キロメートル余l）に位置し1北

に那須・高原ゝ北西に日光一南東に筑披の各連峰をのぞみゝ　更にゝ東に鬼怒の清流が

みられ1関東平野の広大な沃野がひらけ，美しい自然環境に囲まれている。

市の中心部は海抜117・1m（市役所所在地）ゝ戸祭山一　八幡山の連丘か南北に

のびてゝ上町・下町の境をなし，市街地を形成しゝ　西北は大谷・山賀志・鞍甜の丘陵

が起伏している。しかも－　この付近は1絶好の市民ハイキングコースとして整備され

ているほか1市民の憩の森林公園の造成も進められている。

市中を流れる河川は－　束に鬼怒川，中心部に臣＝rll西に姿川の3河川が貫流し1各

河川の流域には水田地帯が広がI）ゝ　本市農業の基盤を形成Lている。

気候は内陸性で寒暖の差の激しい地域に属し－　暴風雨等の山然災害は比較的少ない

が－雷は北関東の名物といわれるほどである。

（2）歴　　史

宇都宮の歴史が明らかになるのは奈良時代からであり1上古の様子は定かではない。

奈良時代にはいると東北経営の拠点となり，更に二荒山神社の門前町として栄えただ

けでな〈－　奥州に通ずる街道沿いの宿駅として発展してきた。

その後，平安時代以後宇都宮氏が22代にわたって当地方を支配し－宇都宮城が築

かれてからは1その城下町として繁栄を続けてきた。江戸時代になると日光東照宮が

建立され奥州・日光南街道の分岐点として益々その車要さを加えるに至った。

明治維新の戊辰戦争と第2次世界大戦の2回にわたって宇部‘占の市街地は戦禍にあ

ったが1今日ゝ　県都としてばかりでな〈北開束の代表的都市に成長しつつある。

現在の市域はゝ　市街地となっている旧市内と昭和29年に宇都宮市に合併された周

辺の11ヵ村からなっており－　この11ヵ村のほとんどは現在新市内と呼ばれゝ　急激

な都市化が進んでいるが－　一応1農村の形態をとどめている。
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（3）人口の推移　（各年川月1日現在）　　　　　　　　注－①

地 区 別 大 正 9 年 大 正 14 年 昭 和 ユ0年 昭 和 20 年 昭 和 30 年 昭 和 4 0年 昭 和 50 年

総　 数 1 23 ，7 89 1 4 0 ，9 7 3 1 5 6 ，26 5 2 1 0 ，0 4 6 2 2 7 ，15 3 2 6 5 ，69 6 3 4 4 ，4 2 0

旧 市 内 63 ，7 1 1 7 6 ，13 8 8 7 ，12 9 9 7 ，0 7 5 12 7 ，16 9 1 6 2 ，55 9 1 8 6 ，4 3 7

清　 原 6 ，0 60 6 ，12 9 6 ，52 8 9 ，7 5 0 9 ，84 2 9 ，05 5 1 1 ，7 0 1

平　 石 6 ，3 64 6 ，7 8 4 7 ，46 2 1 0 ，26 3 1 0 ，11 5 1 4 ，08 4 2 3 ，4 5 4

横　 川 4 ，9 64 5 ，0 2 6 5 ，45 0 1 1 ，8 1 5 7 ，0 9 2 1 0 ，96 4 1 5 ，4 9 6

瑞 穂 野 4 ，9 7 2 4 ，7 9 8 4 ，9 2 3 6 ，50 5 5 ，7 3 5 4 ，97 8 5 ，4 5 8

豊　 郷 5 ，15 3 5 ，5 2 4 6 ，68 8 9 ，50 1 6 ，9 6 6 7 ，7 5 8 1 6 ，5 2 1

国　 本 6 ，7 3 6 7 ，6 1 4 8 ，44 8 1 1 ，3Ⅰ8 5 ，124 4 ，94 9 6 ，8 6 9

城　 山 9 ，8 4 3 1 1 ，4 3 6 1 1 ，7 1 9 1 3 ，20 1 1 3 ，6 3 0 1 3 ，75 7 1 7 ，3 5 2

苫　 屋 3 ，0 2 2 3 ，0 9 1 3 ，05 2 3 ，8 1 8 3 ，56 6 3 ，29 1 5 ，2 4 2

篠　 井 兼 2 ，6 20 ※ 2 ，6 63 業 2 ，88 6 業 3 ，6 2 1 3 ，5 1 6 3 ，1 2 8 3 ，15 2

姿　 川 6 ，0 63 7 ，3 6 3 7 ，03 4 1 3 ，13 1 9 ，08 5 1 4 ，24 9 2 8 ，8 1 2

雀　 宮 4 ，2 2 1 4 ，4 0 7 4 ，94 6 1 1 ，0 4 8 1 5 ，3 1 3 1 6 ，94 4 2 3 ，9 5 3

薫は分村合併のため，昭和25年の割合によって算出。

（4）調査地区の概要

署ここで扱う調査地区とは1昭和52年度に民俗調査を実施した宇都宮市の11新市域

の中からそれぞれ1ヵ所抽出したものである。
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番号 地　区

①
の　　　　こ　　　　や
野　高　谷

②
うすら　　　　　　　うち
鶉　　　 内

③ や　　　　　　　　いた屋　　　 根

佳） ひがL　　さの　　　しろ東　木　代

⑤
しも　　かわ　　　重た
下　川　俣

団 EL　　　ミ：　　なか西　田　中

国 きか　　　　　　　むと坂　　　 本

⑧
おJづ　　　　　　　あみ
大　　　 網

＿＿卑＿＿
なか　　しの
中　篠　井

⑲
Lも　　かけ　　　しも
下　欠　下

⑪
ぎゅう　　　だ
羽　牛　田



（卦概　　観

番号 地　 区 概　　　　　　　　　　　　　　 観

①
野　 高　 谷 宇都宮の東端 ゝ鬼 怒川東岸 の台地上に位置 し芳賀町に境 を接

（i青　 原） してお り－　集落は柳 田街道の北側に南北 に並 んでいる。

②
鶉　　　 内 旧平石 村の北端に位置 し1 耕 地 のほ とんどがゝ水 損であ り－

（平　 石） 西側 の台地上 に広ろがる工業団地 と対象的な景観である。

③
屋　　　 根 旧横 川村の行政の中心地 でゝ今 日も市役所の出張所ゝ郵便局，

（横　 川） 学校等が集 中してお りゝ新興住宅地化が進んでいる。

④
東　 木　 代 鬼怒川西側の川岸に開けた水田地帯に位置 し，開発は進んで

（瑞穂 野） お らず比較的純農村の姿 を今 日も止めている。

国
下　 川　 俣 羽黒街道 と白沢街道に挟 まれてお り－西部の本 田と東部の新

（豊　 郷 ） 田の集落に分かれ耕地はほ とん ど水田になっている。

⑥
西　 田　 中 鞍甜山の南東に位置 し1 山ふ ところ深 いところに集落が分布

（国　 本） している。

国
坂　　　 本 大谷の入口で－大 谷石 の採石場 がみ られゝ集落の半数以上の

（城　 山） 家は大谷石に関係 ある職業について いる。

⑧
大　　　 綱 高館 山ろ くの南北 に集落が位置 し－集落東側に広が る水田の

（苫　 屋） まん中を訓 Ilが 流 がれている。

⑨
中　 篠　 井 集落の位置はゝ三 方山に囲 まれた盆地状で－西側 の一段低い

（篠　 井） ところには水田が広が ってい る。

⑲
下　 欠　 下 宇都宮市の西部 を南北に流れ る姿川の東部に位置 しゝ集落の

（姿　 川） 周 匪＝ま水 田が よ 〈開けてい る。

⑪
羽　 牛　 田 匡鉄 雀宮駅 の東側に位置 し，集落の周囲には 1 整 然 とした水

（雀　 宮） 田が広が ってい る。
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⑤地　形　図
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2ゝ　住　　　居
（1）屋敷内配置図

清原地区の屋敷構え　　く野高谷〉

（2）間　取　図

手N

豊郷地区の屋敷構え　　〈下川俣〉

「田の字型」の整形間取り　　く屋板〉
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「広間型」の間取り　　く瓦谷〉



（3）母

専棟逼りの一般的農家　　く新里〉

息∧

い

（4）付　属　屋

石造りの母屋　　　く西根〉

小牛の飼育に利用している旧馬屋　〈岩曽〉

注－②

豪農の長屋門　　く長岡〉　石屋根の石蔵と土蔵　　く岩曽〉　氏神（篠井神詞）　　く中篠井〉
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（5）調査報告

①母　　屋

屋　　　 根　　　 型 屋　　 根　　 材

寄　　 棟 入　 母　 屋 むぎわら か　　 や

①～③，⑤～㊤ ④ ①～⑦∴⑲，㊤ ④－⑤－⑧－⑨

部

屋

名　 称 呼　 び　　 名 用　　　　 途 床 ・置物等

勝　 手
カッテ①－⑨，⑪ゴハ 食事①～㊤調理⑤ゝ⑦

板の間①～㊤
ンバ①カッテバ⑲ ⑰

茶の間 チャノマ①～㊤ 客の接待①～⑪眉間⑦
畳①～⑪いろり⑦神棚

・仏壇①－⑪

納　 戸 ナンド①－⑫
若夫婦の部屋①～㊤ 畳①～⑫たんす①～⑪

産室①－⑪ 鏡台③

座　 敷
ザシキ①ゝ③－⑪ヒロ

∵十
客間①－㊤ 畳①－⑰床の間①－㊤

台　 所
ダイドコロ②～⑨－㊤

デイドコロ⑲ ドマ①
屋内作業①－⑪ 土間①～㊤

馬　 屋
ウマヤ①－⑬ウマゴヤ

⑪
馬 ・牛のノト星①－⑰ 土間①～㊤

（卦いろ　り

（卦かま　ど

か　 ま　 ど　 の　 呼　 び　 名 か ま ど の 神 の 呼 び 名

カ マ ド① 1 ⑤ ， ⑧ 1 ク ド① ， ② ゝ ⑲ 1 ⑪ カ マ ドサ マ ④ オ カ マ サ

へ ッ ツ イ ① － ③ － ④ ，⑥ カ マ タ ド⑨ マ ② 1 ⑤ ～ ⑨ ， ㊤

L（卦屋敷林

④井戸神

巨≡≡∃

莱調査地区

①野高屋（清原）②鶉内（平石③屋板（横川）

④束木代（瑞穂野）⑤下川俣（豊郷）⑥西田中

（国本）⑦坂本（城山）⑧大網（富屋）⑨中篠

井（篠井）⑲下欠下（姿川）⑪羽牛田（雀宮）
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（6）解　　説

母屋について見ると－屋根型はほとんどが寄棟で－　入母屋がわずかに一例ばかl）見

られる。ここで取りあげた母屋は－農家を対象としたものであり1したがって長らく

自給自足の生活を旨としてきた農家にあっては－屋根村を身近な所にある草などにた

よらぎるを得な〈－　いきおい構造が簡単で革の葺きやすい寄横型となるのである。入

母屋型は，普通社寺などに用いられるもので－一般民家に用いられるようになったの

は1最近になってからである。

屋根村は草材が圧倒的に多い。耐久力からみると茅が一番であるがゝ耕地が開け茅

場をもたない所ではゝ裏作の′」ゝ麦柄を用いている。茅を用いているのはゝ東木代ゝ下

川俣，大綱ゝ　中篠井であるが－　この地はいずれも台地や丘陵1山地が広がる所である。

なお，今回の調査では明らかにならなかったが－鹿沼と接した地域ではかつて大麻を

栽培していたことから麻楠（土地ではオンガラという）を下地に用いている例がある。

さて母屋の間取りであるが－本市の場合は大別するとカッテとかチャノマと呼ばれ

る－　ひときわ大きな部屋を中心に1ナンドーザシキが配列する広間型と－ほぼ同じ広さ

の四部屋が配列する整形間取り田の字型とが見られる。栃木県の場合一北部は東北型

間取r）といわれるヒロマ型ゝ南部は西南日本型間取りといわれる整形間取りとが二分

し－本市を始めとする県中部はちょうどこの二つのタイプCの間取りの混在する所とな

っている。

次に各部屋の用途について見るとゝ広間型の場合カッテあるいはチャノマと呼ばれ

る部屋は日常生活の中心の場で－　食事一家族の盾間一客の接待など広い用途を持って

いる。これに対し整形間取r）の場合は－　これらの用途がカッテー　チャノマの二部屋に

分化される。ナンドーザシキは間取り型による用途の違いは見られない。本市の場合

ナンドは－若夫婦の寝室ゝ産室にあて－サンキは結婚式や葬式などハレ（晴）の日の

式場や客の寝室として使用される。

次にイロリについて見るとゝ本市の場合向間取り型とも上イロリ，下イロリの2つ

あるのが普通である。上イロリは広間型の場合カッテやチャノマと呼ばれる部屋と－

台所に張り出した板張りの所に設けられるのが普通である。一方整形間取り型の場合

はゝ食事一家族の居間であるカッテと同じ〈台所の板張りに設けられる場合が多い－

座名についてはJ二・下イロリとも戸主の座と下座についてのみの伝承が残っているのが

一般的で，鶉内地区に主婦の座（ワキと呼んでいる）が伝承されているのはむしろ例
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外的である。戸主の座はヨコザゝ　ムケイヨコザ（ムカイヨコザ）と呼び－　一方下座の場

合はキジリー　キジロと呼んでいる。なお下座の場合1普通はここは若嫁の座である。

イロリで使われる用具には，自在カギ1全輪1火槻などがある。自在カギの名称はカギ

ッッルシと呼ぶのが多く－次いでカギジルシー　カギゾルシがある。材質は孟宗竹に木

製の棒を通し1先端にカギをつけ－魚の形をした木製の調節具をつけたものが多〈，

その他ナワを用いたものがある。

カマドには飯炊き用のものと－　馬の水わかしあるいはミソ炊き用の大型のものとの

二つが設置されているのが一般的である。飯炊き用のものは釜が二つ並列してかかる

もので1大型のものは一つだけのものであり－　ここで使用する釜はオオガマとかマガ

マと呼ばれる大釜である。カマドの名称は－　カマド1クドーへッツイー　カマクドなど

である。なお－　カマドの材質であるがゝ古くはネバ土をかためたものが多かったが－

やがて大谷石製のカマドが普及した。

カマドの付近には－　カマドの神様を祀っているのが一般的である。カマドの神は一

般にオカマサマと呼ぶ所が多いが－　東木代地区ではカマドサマと呼んでいる。カマド

を司どる神であるところから火防せの神としての信仰を持つが－市内でもかつては′Jl

正月に沢山の作り物を供えたり－　また今でも田植え終了後－　あるいは稲刈F）後に苗や

稲を供えた－）することからすると－　作神的な性格をも持ちあわせている。

井戸はかつてはハネッルベや車井戸が一般的であった。また北部から西部にかけて

の．山沿いの所ではゝ井戸のかわりに飲用水の取得に沢水を用いた所もある。井戸の所

には水を司どる神を祀っていたもので－　これらをイドガミとかスイジンダウと呼んで

いた。

冬の季節風の強い本市では－母屋の背後に屋敷林を持つのが一般的である。これを

モウソウヤプとか，セドヤマ，ヤンキヤマなどと呼んでいる。樹蘭はタケ，スギが圧

倒的に多く－ついでケヤキ，カシ1ヒノキとなっている。モウソウヤプは文字通F）孟

宗竹を主体とした屋敷林で－　また本市内の豪農の中にはヤマと呼ぶにふさわしい，う

っそうとしげった屋敷林を持つ家も少なくない。
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3ゝ　食　　　事

（り　カマドと膳

石積みのカマド　　　〈中篠井〉

（2）赤飯・餅・だんご（城山・荒針町）

高　騰　　　く長岡〉

箱　磨　　く上欠〉

注－（卦

①赤飯・コワメシ

祝事の際に作る。ササギを水煮して－　その汁にモチ米をひたす。セイロに麻のフキ

ンを敷き1モチ米とササギをまぜて入れゝ釜の上にのせてふかす。赤飯はゴマシオを

かけて食べる。他家に配るときは重箱に入れる。神様にあげる時は′Jl皿にのせる。

②アズキ飯

毎月1日・15日に炊いた。アズキを水煮し1ウルチ米にまぜて釜で炊く。少し塩を

入れて味をつける。この習慣は昭和のはじめ頃までなくなった。時に赤飯の代りにこ

これを用いることがある。

（訂斜

視事を主として－　不祝儀にもつくる。正月・3月の節句・4月のおしゃか様・5

月の節句・7月土用の丑の日・神社の祭礼，不時には新築祝・葬式など。モチ米をセ

イロでふかし－　臼でつく－普通は1人が杵でつきゝ1人がこねとる。大量につ〈時は

3～4人が′Jlさい杵でつく。正月用には－　ノンモチ・オソナエモチ・カキモチなどを

作る。カキモチは豆やノリやシソなどを入れて1子供らのよろこぶものを作る。

④だんご
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主として仏事に作る。彼岸・葬儀・法事・お盆の時など。米の粉を湯でこね，せい

ろでふかしてだんごに丸める。ふかしたものを臼でつくとなめらかな上等のものがで

きる。またこねたものを丸めてから湯で煮る場合もある。だんごはあんにくるんで食

べー焼いてショウユをつけたリー砂糖をつけたりして食べる。

⑤うどん・そば

うどんは不祝儀にもしばしば作る。また飯の代りにする場合もある。昔は自作の小

麦を粉にして作ったが，近時は既成の乾うどんを買ってつかうことが多い。そばは自

作ソバから作る。ウドンに比して使用量は少ない。

（3）調査報告

①平常の主食

朝　　　 食 間食 昼　 食 間食 夕　 食 夜　 食

呼

ぴ

名

アサ ゴハ ン① コジハ ン オ ヒル① ③ コジハ ン ユ ウハ ン①・②④ ヤ シ ョク①

アサハ ン② ～・⑤⑦⑲⑪ 〔D ～⑪ （争⑨㊤ ヒル ① ～⑪ （豆⑦ ⑬・オイ ハ ン 〔諺⑦⑲⑫

アサ メシ⑥⑧ ⑨ メシ②③ （亘

⑥⑧・

③ ④ ⑧㊤・ユ ウメ

シ ⑥

時

刻

6 ：00 ～ 6 ：30①① 9 ：30⑦ 12 ：00 3 ：00 6 ：30②④ 10 ：00

6 ：00② 10 ：00 ① ～④⑤ ⑦ ①②（ヨ～ 夏 7 ：00③⑦⑲ ①②⑲

夏 6 ：00③⑤ （∋⑧⑨ ① ～④⑤ ⑧ ～⑪ ⑫ 冬 6 ：00 不定

⑲ ⑥ ⑧⑨⑲ 12 ：30⑥ 3 ：30④ 夏 8 ：00⑤⑥ ⑥⑦⑪

冬 7 ：00

5 ：30 ～ 5 ：50⑥

5 ：00⑪

⑫ 4 ：00（∋ 冬 5 ：00

7 ：00⑧⑨

7 ：30①⑪

食

事

（7）

内

答

・ム ギ メシ ジャガイ 朝食にお な 午 前にお ム キ メシ（∋ クリ①

米 ：麦 ＝ 6 ：4 ① モ 　ゝサ ツ じ な じ メン項② ④⑤⑦ ジャガ イモ

米 ：麦 ＝ 7 ：3 ②④ マ イモゝ ⑨⑰ （さ⑥

米 ：麦 ＝ 5 ：5 ⑥㊤ ユ ダマ メ 芋 （さつ ま）

・ヒキワ リメシ

米 ：ワ リム ギ＝ 7 ：3

⑦ ⑧

・ワ リメ シ
米 ：麦 ＝ 5 ：5 ⑲

・サ ンゴ クメシ

ヒエ ・アワ ・米 ・麦 ・

芋〔卦ヒエ ・米 ・麦⑤⑨

① （∋④⑥

⑧ 7 カ

シイモー

ハ ジキイ

モ ，ユ デ

サ ツマ⑤

漬物⑲ オ

ニ ギ リ∈）

トウナ ス

④

⑬
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（卦保存食

塩　　 漬　　 け み　 そ　 漬　 け 乾　　　 燥

種

類

キュ ウ リ ダイコン カンピ ョウ（∋⑥㊤

ハ クサ イ ① ～（卦9 ⑨ ⑪

ナ ス

シソの実 ①④⑤ ⑥⑧⑨⑲

ナ ス

イモ ガラ①②⑤㊤

カンソウイモ①（さ④

タ グワン キュウ リ キ リボン①（9

ゴ ボ ウ　　 ④ ゴボウ　　 ②⑥⑧ カ タモチ④

ニ ンジン　 ⑲ ニ ンジン　 ④⑥（診 ホ シ納豆⑤

シ ョウガ　 ④ カワ 7 キ大 根（昏

カキ⑧

キ リズケ（診

③餅をつく日

正
　
1
　
三
　
お
　
五
　
土
　
旧
　
カ

1
4
　
節
迦
節
　
モ

月
　
月
　
釈
月
　
用

月
　
日
　
句
様
句
チ
盆
　
餅

①～㊤

①

①～⑪

⑤

・÷　ゝ－　■L

⑲㊤

②⑤⑧⑨⑪

⑧⑲

夜
夜
夜
　
目
　
キ
　
マ
　
リ
　
生

1

ハ

サ

ブ

五

　

三

　

日

　

　

　

　

ン

　

　

誕

月

ス

テ

ナ

十
十
十
　
1
2
　
ス
　
ヂ
　
サ
初

⑤⑥⑲

⑤⑤⑲

⑦

①⑤～⑪

③

③⑤⑧㊤

①③①⑤⑥⑪

④⑤（診

④飲食用具

用具 か　 ま お　　 わ　　 ん ちゃわん

呼 カマ（丑② ① ～⑧ シルワ ン①④⑤⑥ チ ャワン②⑤ ～⑲

ぴ

名

ツパ オマ③ オ ワン②③ ゴハ ンチャワン④

チ ャヅ ケチ ャワン③

用具 月善 晴れの ときの隋 弁　 当　 入

呼

ハ コゼ ン① ②④⑧ ネ コア シゼ ン①②④ ⑤ ベ ン トウパテ②④

トリゼ ン㊤ ア シツマ③ ベ ン トウバ コ・①

タカゼ ン① ～③ タカゼ ン④⑤⑧⑲ ㊤ アルバチ①③④⑲

ホ ンゼ ン（9 竹 ゴウ リ④ ⑦

ぴ

名
タカア シゼ ン（∋ 柳 ゴウ リ⑤⑥ ⑦

ピッタラゼ ン⑪ ヤ ツパテ⑥㊤

竹 の皮⑦

ヤ ロウパテ⑧

セ トヒキベ ン トウ⑲

兼調査地区　①野高谷（清原）②鶉内（平石）　③屋根（横川）④東本代

（瑞穂野）⑤下川俣（豊郷）⑥西田中（凶本）　⑦坂本（城

山）　⑧大網（冨屋）　⑨中篠井（篠井）⑲下欠下（姿川）

⑫羽牛田（雀宮）
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（4）解　　説

最近の食事は栄養のことを考え大変デラックスになっており1毎食がごちそうの連

続なようでさえもある。これにくらべると一昔前の食事は，ハレ（晴）の日とケ（平

常）の日とでは内容がことなり－　ケの食事は誠に粗食にあまんじたものだった。

朝食は－　アサゴハンゝ　アサハンー　アサメシなどと呼ぶ。時間は夏と冬とでは異なり－

夏はほとんどが6時頃で－　冬は7時頃が多い。

食事の内容は，米と麦の混ぎった麦飯が主体で－　その他屋板一下川俣ゝ　中篠井各地

区でサンゴクメシの例が見られる。

昼食はオヒル，ヒルメシと呼んでいる。朝炊いた残り飯を食べるのは今と変りない。

夕食はユウハンー　オイハンー　ユウメシなどと呼んでいる。時間は夏と冬とでは異な

り，陽の長い夏は遅く，中には8時頃にとる所もある。

食事の内容は御飯類の他に－　メン類がとられることが多い。

間食や夜食はいつもとは限らない。一般に田植えや稲刈r）ゝ麦刈りなど農繁期にと

る。内容は田植えの時の赤飯やキンピラゴボウー　ニシンなどは例外として1ほとんど

はイモ頬だった。

かつては今のように冷蔵庫がなく1また店もあちこちになかったからどこの家でも

保存食を作ったものである。最も一般的なものは漬け物類で1中でもタクワンやハク

サイヅケー　あるいはダイコンー　ナスー　キュウリー　などのミソ漬けはどこの家でも大量

に作りミソ部屋に保存したものである。その他の保存食では，乾燥品がある。カンピ

ョウ，イモガラ1カンソウイモ1キリボンなどが一般的であるが－　カンピョウはー　い

かにもカンピョウの産地らしい保存食である。

餅は赤飯やタンゴゝ　酒などとともに－　ハレの日の飲食物としてなくてはならないも

のであった。特に正月一三月節句ゝ五月節句は市内全域どこでも作ったものである。

正則餅は実際には暮のうちに作るものであるが1ただし家例によって餅は作っても三が

日だけは餅を食さないという家がある。三月節句はヨモギをまぜたいわゆるクサ餅で1

一方五月節句は柏の葉でくるんだカシワ餅でいずれも季節感あふれたものである。と

もに普通の白餅と違って，いったん餅米を粉にしてから作る。またカシワモチは他の

餅のように白でつ〈ことはしない。だからカシワモチのことを普通はカシワマンジュ

ウとも呼んでいるのであろう。近年このような行事は新暦でやる家が多くなってきた。

それゆえ季節に相応して作られるクサモチや，カシワモチは一般家庭では材料の人手
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が困難となりゝ作ることがむずかしくなってしまった。

飲食用具について見ると－釜は鉄製のツバのついた釜を用いていた。ワンにはシル

ワンとメシワンとがあるが－かつては会津の漆器行商人から購入した木製の塗り椀で

あった。メシワンは今と同じ陶製のものが使われたが1紺絵付けのものが多かった。

今はどこの家庭でもテーブルや座卓で食事をとるようになってしまったが－かつて

は各々が膳で食事をしたものである。平常の食事に用いられたのは1ふた付きの箱型

をしたハコゼンが多かった。ハレ（晴）の時の膳は－　ネコアシゼンやタカアシゼンが

多く使われたもので－特にネコアシゼンは漆塗りのもので金持ちでなければ所有でき

なかった。タカアシゼンゝ　タカゼンと呼ばれるものは－脚が高いところからつけられ

た呼び名で－　多くは木地がすけて見える春慶塗を施したものである。これらハレの日

の膳椀頬は－個人で所有する場合もあるがゝ地区で共同購入使用する例も多い。

弁当入れは－　日光が曲物の産地であったことから日光曲物を用いた家が多い。マル

パテとかヤッバナあるいはベントウバナなどと呼んでいる。曲物の弁当入れの他は，

竹コウリや柳コウリのものがもちいられた。

オニオロシ
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4ゝ　衣　　　類

（1）農作業者

野良着　　く瓦谷〉　田植のいでたちく上篠井〉

（2）火事装束　注－④

雨　具　　く西田中〉

（3）石材採鉱用仕事着（大谷石）
（城山・荒針町）注－⑤

誌 ゝ 竺竺 男 （坑 内 用 ） 女 （坑 外 用 ）

頭 ・顔 保 護 帽 ・防 塵 マ ス ク 手 拭 ・マ ス ク

手 手 袋 手 袋

上　 体 綿 製 ジ ャ ンパ ー ゝ ラ

ン ニ ン グ

綿 製 筒袖 半 着

下　 体 綿 製 ズ ボ ン 前 掛 ・モ ンペ 又

は ズ ボ ン

足 長 靴 ・ズ ッ ク ・地 下

タ ビ は年 輩 者 に 多 い

地 下 タ ピ

男 （昔 ） ※坑 内 の 温 度 は

季 節 に よ る変

化 が な い の で

作 業 服 も 1 種

で 足 りる 。

頭 ・顔 手 拭 の ほ お か ぶ り

手 な し

上　 体 印 半 天

下　 体 モ モ ヒ キ

足 地 下 タ ビ
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（4）調査報告

①仕事着

上　　　　 体 下体 手 す ね かぶ りもの

男

‾訂 シャ ツツ①③④⑲ ジェ モモ ヒキ テサ シ（D ④ キャハ ン ア ジロガサ（丑④⑧ スゲガ

バ ン① ④⑥⑧⑲⑫ ハ ン （丑～⑫ ⑤⑧ ～⑪ ⑥ サ② ①⑤（D ㊤ム ギワラボ

田 テン⑤ ⑦⑨ ソデナ シ② テ ッコ③⑥ ウシ③④⑥⑲⑫ テヌ グイ

ウデ ヌギ③ ヒ トエモ⑲ ⑤ ⑦ ～⑲ハチマ キ⑧

冬

シャ ツツ①④ コシキ り モモ ヒキ テ 7 0タロ① キャハ ン ム ギワラボウシ④⑥ アジ

（彰ワ タイレバ ンテ ン① ① ～⑥⑧ テサ ン④ ⑨ ⑥ ロガサ⑧ テヌグイ⑨⑪

ー③⑧ （診ハ ンテ ン⑤ ⑥

⑧ ドゥ ギ① ツツ ポ④ ノ

ラジュバ ン㊤

⑨⑲ テ ッコ（診

女

夏

ヒ トエモ ノ① ジ ュバ ン モモ ヒキ テサ ン① ④ テ ヌグイ①（∋④⑥ －㊤ハ

② －④ ⑥⑧⑲ ①③ ～⑪ ⑤⑧ ～㊤ チマ キ⑧ スゲガサ① ～⑦

ハ ンテ ン⑤ ⑦⑧ コシマ キ テ ッコ③⑥ ⑲ ⑪ア ミガサ① アジロガ

（∋④⑲ マ

エ カケ②

⑦ サ②④⑧

久

ウ タイレバ ンテ ン① ～ モモ ヒキ テサ ン① ④ テ ヌブイ①④⑥⑧⑨⑪ ス

③⑤⑨ ノラギ⑪ ハ グ ッ ①③⑤⑥ ⑨ ゲ ガサ④（昏アジ ロガサ⑧

キ（ヨヒ トエ モ ノ① ハ ン ⑧⑨⑪ マ テプ クロ① ハチマ キ⑧

テン⑥㊧ エ カケ① テ ッコ⑥

（卦雨　　具

③ぞ　う　り

名 称 呼　 び　 名 材　　　　　 料

ぞ

つ
リ

ワ ラ ゾ ウ リ（D － ④ ⑦ ゾ ウ リ⑧ ⑨ わ ら と布切 れ ① －④ ⑨ 布 切 れ ⑧ ⑲

J之
タケ ゾ ウ リ（D ④ 竹 皮 とわ ら① 竹 皮 と布 切 れ ④ ⑲

ぞ あ
う し

りな
か

ア シナ カ ゾ ウ リ（手② ④ ⑤ ⑪ ア シナ カ⑥ ～〔沙 わ ら① ② ④ ～（を⑧ （診⑬

薫調査地区　①野高谷（清悼）　②鶉内（平石）　③屋根（横川）　①東木代

（瑞穂軒〕　⑤下川俣（豊郷）⑥西田中（国本）⑦坂本（城

山）　⑧大網（富屋）　⑨中篠井（篠井）　⑲下欠下（姿川）

（5）解　　説
⑪・羽牛用（雀宮）

今は仕事着ゝ普段着は洋装が一般的となっているが1一昔前までは和装が主流だっ

た。農作業時の際の仕事着は－　調査結果によると圧倒的に上・下二部式のものである。
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男性の場合夏の上体は1ジュバンとする所が多く－　次いでハンテン，シャツツなどと

なっている。冬の上体はワタイレバンテンとする所が多いが1これはハンテンやシャ

ツッの上に重ね着するもので1実際の仕事の際にはこれらをぬぎ，仕事の行き帰りに

防寒の意味で着る場合が多い。下体は夏冬ともモモヒキである。

女性の場合夏の上体はジュバンが多く1次いでハンテン1ノラギなどとなっており1

男性にみられたシャツツは女性には見られない。冬は男性と同じくハンテンの上にワ

タイレバンテンを重ね着する場合が多い。下体は夏冬ともモモヒキである。なお－　田

植えの場合は－　ナガギにモモヒキをはき1タスキをかけて帯をタイコにしめ1たくし

あげたナガギの上にマエカケをかけ－　モモヒキはヒザ下と足首のところを真新しいワ

ラでしめたのが1一般的な姿だった。

手には男女ともテサンやテッコをする所がある。

すねにキャハンを巻〈所は1西田中地区の男性のみであるが－　この地区は山に接し

た所であるところから－　おそらく山仕事の場創こ使用したものと思われる。

かぶりものには－　カサ頬－　テヌグイー　ボウシ顆がある。カサ頬では1スゲガサが多

く使用されたもので－　その他アジロガサやアミガサがある。テヌグイのかぶりかたに

はアネサンカプリやホッカプリー　あるいはネジリハチマキやムコウハチマキなどハチ

マキにするかぶり方がある。アネサンカプリは－字のごとくもっぱら女性のかぶり方

で－　ホッカプリは冬季防寒のためのかぶり方である。ハチマキの場合は－威勢のよさ

が伴ない，男性がしめたものである。なお－　テヌグイの場合はゝ　それ自体だけでかぶ

る場合もあるが1笠をかぶる時にもつける。

ボウシ類についてみると－今回の調査結果ではもっぱらムギワラボウシで男性のみ

の使用となっている。

雨具について見ると頭にスゲガサをかぶり－　ミノを着るのが一般的である。ミノで

はワラを編んだいわゆるワラミノが多いが－　ゴザを用いたカワゴザやゴザミノと呼ば

れるものも用いられている。このゴザミノは内側の背中に当たる部分がタタミオモテー

外側がワラでできたゴザで－　これに腕をとおすヒモをつけたものである。

ゾウり類では，いわゆる一般的にいうゾウリと′卜型で足の半程までしか入らないア

シナカとがある。材料からみるとアシナカの場合はワラがつかわれるが－ゾウリの場

合は－ワラ以外にも布切れを中に入れて編んだり－あれいは竹皮で編んだものも用い

られた。
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5ゝ　生　　　産

（り作業用具

㌫㌘膠て㌫㌘登－

1－一

際「
一
㌔

纂遥ざ去を衆
恕．j

㌔怒wぺ争ず㌔

㍊養ヱ〉葱ふ㌔仙∴

く飯田〉

ぉ家′ふご：．～

石切り用具　　く長岡〉

クルリ棒　　く石部田）
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機械マンガン　　　く上龍谷〉

山仕事道具　　く飯山〉



（2）生産暦（篠井・篠井町） 注一丁・

月 米 麦 他　 の　 作　 物 山　 仕　 事 その他

ロ

施　　 肥 （下肥） ○木葉 さらい （堆肥）

○木

○木取 り （燃料用）

○炭焼 き

○藁ざい く

○わ らじ

○鈍

○みの

0 む しろ

2 麦　 ふ　 み

3
くろふみ

土　 人　 れ

ジャガイモ播種

4

打起（田うない）

苗 代

荒 ≦れ

打　　 起 （中耕） ナス ・サツマ ・大豆

′ト豆 ・トウモロコシ

サ トイモ ・ゴボウ

ニンジン播種

5 中：代 サツマ移植 ○植付 （杉 　ゝひの き）

6

上 ｝代

田 植
収　　　 穫

J

7

除 草（田の草 ）

1 番 （田の葦 ）

2 番（田の革）

0 山の下刈 （堆肥用）

8
ヒエ取 り

大根 ・カブ ・ハ クサ イ

播種

′Jl豆 了ササゲ収穫

ニ：‡；コシ〉収1穫

9 ヒエ取 り
大豆収穫　 J

10

刈　 取　 り 蓋－ル≡）… 出三 J

サ ツマ収穫

サ トイモ収穫

田

収 穫

脱 穀

薬類の収穫

ゴボウ

…孟忘孟 収F

カヤ刈 り

12
整 理

藁切 り
麦　 ふ　 み

凹

木葉さらい
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（3）米の生産過程（豊郷・瓦谷町）
注－⑧

仕 事 名 農 機 具 仕　　 事　　 の　　 方　　 法 ・内　　 容　　 等

○ 打　　 起 ○ ス キ ・馬 に ス キ を つ け 田 を 耕 す 。

○ 苗　　 代 ○ ツ ッ ツ キ 棒 ・百 代 田 の ゴ ミ を ツ ッ ツ キ 板 で し ず め た 。

・水 か げ ん は ， 最 初 は うす く ゝ 徐 々 に 採 水 に す る 。

・ 八 十 八 夜 に 「メ ポ シ 」 に な る よ う に す る 。 メ ボ ン の 時 は 水 を

か け な い 。

○ 代　 カ　 キ ○ マ ン ガ ン ・水 を か け た 田 を ， 異 に つ け た マ ン ガ ン で 耕 し －　そ の 後 ゝ 土 カ

○ 土 カ キ 棒 キ 棒 で な ら す 。

・代 カ キ は 1 「荒 カ キ 」 「中 シ ロ 」 「植 シ ロ 」 「ナ ラ ン 」 に 分

れ る 。

○ 旧　　 稗 ○ 苗 ヒ キ 板 ・苗 代 を し め て よ り 四 十 二 日 目 を 「苗 日 」 と 称 し て ， 天 秤 棒 で

0 7 ネ で 苗 を 運 び ， 苗 ひ き 根 1 7 ネ を 使 用 し て 剛 直を 行 な う 。

○ 除　　 草 ○ ガ ン ズ メ ・田 植 後 二 十 五 日 か ら 三 十 五 日 ご ろ 「一 番 葦 」 を と る 。 一 番 草

後 ， 十 五 月 か ら 二 十 日 ご ろ 「二 番 革 」 を と る 。

・除 草 は ， 手 で 行 な っ た が ゝ 堅 い 悶 ・水 の 少 な い 田 の 場 合 は ガ

ン ヅ メ も 使 用 し た 。

0 ヒ エ ト リ ・稲 の 穂 が 出 て ， 花 が 開 い た 後 に ヒ エ を 取 り 除 〈 。 収 穫 ま で の

間 に 2 回 行 な う 。

○ 稲 刈　 り 0 ノ コ ギ リ ガ ・刈 r）取 っ た 稲 は ， 良 い ワ ラ を 取 る た め 「イ ネ 振 り」 を し な が

日 ら ジ ボ ン す る 。

・ほ し た 稲 は ゝ 「イ ネ ア ゲ 」 と い っ て ノ ウ に と る 。 ノ ウ は 普 通

「マ ル ノ ウ 」 ・ 「カ カ ユ ノ ウ 」 で あ っ た が ， 手指 を マ ル ソ タ

（ゆ わ え た ） も の も あ り 　ゝこ れ を 「マ ル キ ノ ウ 」 と 呼 ん だ 。

○ 稲　 コ　 キ 0 カ ナ コ キ ・稲 ノ ウ を く ず し な が ら ， カ ナ コ キ に か け モ ミ に し て か ら ゝ 俵

に 入 れ て 家 へ 運 ぶ 。

・ ワ ラ は ， た ば ね て ほ し て か ら ， ノ ウ を と る 。

○ 調　　 整 ○ ポ ウ ジ 棒 ・モ ミの ノ ゲ を と る た め ポ ウ ジ 棒 で た た く 。

○ フ ル イ ・ア イ モ ミ 　ゝノ ゲ ， ゴ ミ を ト ウ ミ で あ お り と ば す 。

○ ト ウ ミ ・ ト ウ ミ で 調 整 し た 後 1 フ ル イ に か け ツ ナ が っ た モ ミ を 取 り 除

い た 。 こ れ を 「モ ミ振 い 」 と い い ツ ナ が っ て い る モ ミ は 再 び

ポ ウ ジ 棒 で た た く。

○ 乾　　 燥 ・ 「ム シ ロ ボ シ 」 と い っ て モ ミ を ム シ ロ に 広 げ て 乾 燥 さ せ る 。

二 日 ほ ど 乾 燥 き せ た 後 ， 俵 に 入 れ て 1 十 二 月 ま で 貯 蔵 す る 。

○ モ ミス り ○ ス ル ス ・ 「ス ル ス ビ キ 」 と 称 し て ス ル ス で モ ミ を 取 r）除 き ， そ の 後 ト

○ ト ウ ミ ウ ミ で ア ラ ヌ カ も 取 る 。

○ 選　　 別 ○ 千　 石 ・玄 米 を 選 別 す る た め － 千 石 に か け モ ミ か 残 っ て い た 場 合 は そ

れ を 再 び ス ル ズ に か け る 。

・玄 米 だ け に な っ た ら 俵 に つ め る 。
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（4）調査報告

①湿　　田

湿　 H　 の　 呼　 び　 名 品　　 種　　 作　　 物 田の探さ

タンボ① トブッタ②　 ヤダ④　 ヤグッポ⑥ ナカテ①～④⑥⑧ ウルチ②④⑥ 膝まで①～③

ヤジッポ⑧ ワセ⑲ ⑧⑲㊤ ⑥⑧⑲

②田　　植

柏　 手　 の　 性　 別 市代 しめにおける儀礼

定 まっていない①⑤⑥⑧　 女②①⑲　 女対男が 7 雷電神社か らお札をもらう④　 お羽具さんからお

対 3 の割合③ 札を受ける⑧

③稲の干し方（脱穀前の稲）

種 類 呼　　　 び　　　 名 干　　　 し　　　 方

地 干　 L タ ナ カ1 ノ①　 ジ ポ シ ②・～⑤　　 カ ッ ポ シ⑧ 刈 っ た もの を うす く地 面 の 上 ② － ⑤ ⑧　　 わ

ホ シ モ ノ⑪ らの 上 に 置 く⑫

稲　　 架 ガ ボ ン① ⑪　 オ ブ ガサ ②　 サ デ ガ ケ ⑥ ⑧ 立 木 に 積 木 を わ た す ⑤ ⑭

稲　　 積 ノ ウ② ③ ⑤ ⑥ ⑧ ⑲ 抗 もな に も使 用 し な い ② ③ ⑤ ⑥ ⑧ ⑲

（彰田の神

呼　　 び　　 名 祭　　　　　 り　　　　　 万

タノ カ ミ③ ⑧ 田の端 に右 古 を造 った り1 わ らほ うでん を作 る③　 赤 飯 をあげ る③　 神棚

に餅 を あげ る⑧

⑤田畑の農具

種類 呼　　　　　　 び　　　　　　 名

人力す き
スキ①②③⑨　 タチ グワ②⑧　 ェグワ②⑭　 カラスキ⑥⑦

富力す き
インヤ リ③漣　 バコウ③④　 オウガン⑤⑥　 ミヤスキ㊤

鰍 クワ③④⑲㊤　 ピッチュウグワ⑤⑧　 ピッチン㊤

掘　　 棒
ヤマイモホ リポウ②④⑤⑥ ホ リホウ③ ゴボウホ リポウ③⑥ ゴキポウ⑭

l

鎌
ノコギ リガマ②⑭ クサカ リガマ②③⑥⑦　 イネカ リガマ③⑥　 カマ③－⑤⑧⑨　 か ノラ

ガマ④　 ハ ガマ⑤　 シタカリガマ⑦

（卦漁　　措

種 頬 呼　 び　 名 漁　　 獲　　 物 漁　　 期 漁　　 具

突　　 漁
ツ キ⑤ ⑥ ⑧　 ヒ プ リ② ア イ ソ⑤　 カ ジ カ ⑧　 ナ マ ズ⑪ 6 － 8 月⑥ ⑧ ダ ラ ス 楕 ④ ～⑥ ⑧

④ ⑥ ㊤　 ヤ ス ① ④ フ ナ ㊤　 コ イ⑤ 5 月 ⑭ ヤ ス ① ④ ～⑥ ⑧ ㊤

網　　 漁
ア ラナ ガ ン⑧　 ト7 ミ ザ コ④ ⑧　 ア ユ ① ・ フ ナ （彰 4 ～ 5 月 ⑧ ア ミ④ （診　 ア ミナ

④ （診 6 ～ 9 月 ④ カ④

ウ　　　 ケ ウ ケ ② ④ ～ ⑥ ⑧ ㊤　 ヤ ドジ ョ ウ② ～⑥ ⑧ ⑪　 ザ コ② ⑧ 6 ～ 9 月　 ① ウ ケ ② ④ ← ⑥ ⑧ ⑬

ヤ　　 ナ ナ ④ ⑧　 コ ズ③ ウ ナ ギ ④ ⑧ ⑪　 フ ナ ② ④ ア ユ ④ ② ④ ～⑥ コズ ③　 ヤ ナ④

釣　　 漁
ツ リ① ⑥ ⑧ ㊧　 サ ゲ バ ア イ ソ⑤ ⑥　 ナ マ ズ① ⑤　 フナ 7 － 9 月 ④ ～ 釣 り具 ④ －⑥ ⑧ ⑰

リ（9 ⑥　 トモ ズ リ④ ⑥ ㊤　 ウ ナ ギ⑤ ⑥　 ア ユ ④ ⑥ 5 ～ 8 月⑭ サ ゲ バ り⑤

特 別　 な

カ ワ ホ ン⑤ ⑥　 カ イ ポ フ ナ ① ⑥ ㊤　 ア イ ソ⑥　 ア ユ ④ 8 ～ 9 月 （彰⑥ 松 の 根 ⑥　 バ ケ ツ

リ⑭　 カ ガ リ ク ミ① ，ドジ ョ ウ① ⑥ ⑪　 ウ ナ ギ⑤ ⑥ 9 月 ① ⑪ ・ザ ル ・ス コ ッ7 q

漁　　 業 カ リボ ン②　 ゴ ロ ダ オ ナ マ ズ① ⑤ ⑭ ① ⑤ ⑥ ⑪　 グ ミの

シ④　 カ ジ ッ カ オ ン④ 木 ④　 あ み ④

※調査地区　①野高谷（清原）②鶉内（平石）③屋根（槍川）④東木代

（瑞穂野）　⑤下川俣（豊郷）⑥西日中（国本）⑦坂本（城

山）⑧大網（富屋）　⑨中篠井（篠井）⑲下欠下（姿川）

㊤羽牛悶（雀宮）
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（6）解　　説

近年水田の改良が進んだ結果一栃木県内では湿田はほとんど姿を消してしまっまっ

た。本市内の湿田は－　台地上に深くきぎまれた谷あいの所などにも多く分布していた。

湿団をヤダとかヤグッポーヤジッタといったのはそのためである。ところで田の深さに

ついてみると－　そのほとんどは膝ぐらいまでの深さであったというから－　それ程深い

湿田ではなかったようである。

苗代しめから田植えにいたるまでの期間は1稲作業においては最も重要な時期で1

この間には様々な儀礼が伴ない－　また近隣聞で種々の相互扶助が行なわれる。

苗代をしめた際ゝ水口の所にお札をさす儀礼が各地で見られるがゝ市内東木代地区

では電竜神杜のお札を立てるといい1また大網地区では上河内村の羽黒山神社から受

けてきたお札を立てるという。なお1このお札を立てる棒には－　多く′Jl正月の時に作

られたカエバシがかつては用いられたものである。

稲作と女性のかかわりは深いといわれているが－　そのなごりは田植えに見られる。

本市の場合一棟手の性別が特に定まっていないという地区もあるが－大半は女性が主

役だった。

稲の干し方について見ると1地干し－稲架ゝ稲積などの方法がある。地干しは刈っ

た稲をうすく田の面に並べて干す方法が多く－　これをジボンとかカッボンー　タナガリ1

ホシモノなどと呼んでいる。稲架の場合一　西田中地区一　羽牛田地区で立木に横木を渡

した所に稲束をかけるという例が見られるが，多くは竹竿をザク又あるいは三善に立

てたところに横木を渡し1その上に稲束をかけるもので－　しかも本市などではほとん

どが一段重ねである。呼び名はガボシ，サデガケなどといわれるが－　オダガケの名は

芳賀地方で多〈呼ばれている呼び名である。稲積は稲の穂先きが中心になるように稲

束を円筒状に積みあげたもので1これを本市ではノウといっている。

次ぎに田畑の農具について見る。

人力鋤と鍬との違いは－　刃に対して柄が鈍角につき－　向う側に土を起すのが鋤一反

対に刃に対して柄が鋭角につき－手前に引っばりながら土を起すのが鍬ともいわれる。

人力鋤の場合一　形はほぼ同形のものであるが－　呼び名にはタチグワー　エグワゝ　カラス

キなどがある。なおゝ　この調査結果では単にスキという場合が4地区程あるが，‾鍬の

ことをスキと呼んでいる所もあるので1はたしてこれらが人力鋤をさしているかどう

かは定かでない。
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鍬の場合この調査結果ではゝクワとピッチュウグワの二種類のみであるが－本市の

場合にはこの他マンノウートグワなども使われている。クワというのはいわゆるウナ

イグワをさし畑うないにもっぱら使われているもので1別名野州グワともいわれる。

ピッチュウグワー　マンノウー　トグワはそれぞれ図のような形をしたものであり－　ピ

ッチュウグワiま田のヘリをおこす際にもく使われ－マンノウは堆肥などをかきまぜる

際に－トグワはおもに土木作業に使われる。

富力撃はゝ　インヤリとかオウガンと呼ばれるものとバコウとの二種類がある。前者

は原始的な黎で刃先きだけを村の鍛冶屋で作ってもらい－　あとは自分で作る自家製の

ものが多い。後者は改良率で，もっぱら鍛冶屋や農機具屋など専門家がもっぱら作っ

たもので－動力の耕運機が登場するまで長〈使われた。

掘棒の場合は1その多くがヤマイモを掘る時に使われることからヤマイモホリボウ

と呼んでいる所が多い。

鎌は形態からつけられた呼び名1用途からつけられた呼び名一様々な呼び名で呼ば

れている。ノコギリガマというのはノコギリ状の歯がついているところから呼ばれる

ものである。クサカリガマは雑草を刈るときに使うもので－イネカリガマは稲の刈り

とりに使う。シタカリガマは山林の下草刈りの時に使うもので1他のカマに比し大型

のもので－本市では坂本地区など山手の所で使われている。

漁搭については－本市の場合これを専業としていた人はほとんどなく1農作業のあ

いまに－いわゆる余暇として行っている。漁場は鬼怒川一田川一姿川など大小剛Ilが

おもな場所で－獲物となる魚はザコーアイソ1フナゝナマズ1ウナギ1ドジョウ1ア

ユゝカジカなどである。

突漁はガラス箱で水中をのぞきながら1ヤスで魚を突くもので1夜間燈火をともし

ながら行なうものをヒブリといっている。

網漁では1トアミを使うものが多く－ザコ，アユ，フナなどをとる。

ウケ．・ヤナ漁では－ドジョウーウナギを対象としたものが多い。なお束木代地区1

大綱地区では本市ではめずらしいヤナ漁が行なわれた。

釣漁では－アイソやフナを対象としたツリ漁の軋ウナギを対象としたサゲバリー

アユを対象としたトモズリなどが行なわれている。

特別な漁としては－川をせきとめ水をかい出して行なう漁がよく行なわれるが1本

市ではこれをカワホシーカイポリーカリボンなどと呼んでいる。なお東木代地区に見
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られるゴロタオンは－　川の両岸に人が木の葉をつけた縄を持って－　川面をひきずりな

がら移動し，このことにおどろいてとびはねる魚を網で受けとるものである。
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6－運搬・交易

（1）運　搬　具

うー　モノ　　　　ーー，－豪，ふ

㌣㍉牽ダ教本
念慧澄くき：警厳密。感

☆壷ふこ…〈よ憲㌔箋萎還

苗はこび用の舟　　く上籠谷〉

竹もっこ　　　く上籠谷〉

（2）河川とトロッコによる運搬 注－⑧

しよいばしごく荒針〉

1

－

1

L

㍉

・

・

∴
・
・
・
J
・
ニ
．
．

駁・

しよいこ 井篠中

（p河川運搬（清原・道場宿町）

鬼怒川は大正の中ばまでは水運がさかんであった。道場宿には河岸があり，荷物の

積みおろしが行われた。芳賀地方から産出される木炭は－　ナラークヌギの上等のもの

で，東京に需用が多かったから－　ここに問屋があって炭を買い入れ－　それを舟で東京

に出した。1隻の舟に4貫の俵を500俵積み，茨城県結城東の久保田河岸で中つぎする

ものもあり－東京まで直行するものもあった。帰りの舟には味噌一醤油一肥料など積

んで釆た。明治44年には－　この河岸の持舟は85隻あった。今は1隻もない。

（むトロッコ運搬（城山・荒針町）

昔は大谷石は石切場から集積所まで，石にロープをかけ，背にフトンを当てて背負

い出した。婦人もこの労働に従事した。集積所からは馬車で運んだ。明治29年宇都宮

軌道株式会社が設立され－トロッコにより－宇都宮，鶴巨‖こ輸送されるようになった。
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昭和6年一束武鉄道株式会社となり－石材用鉄道によって，西川田に運送されるよう

になった。その経路は次のようである。

鶴田（廃線になる）
／

大谷一西川田一新栃木一栃木一北千住一束京

サ」ゝ山（東北本線）

（3）調査報告

（彰運搬具

種類 肩　 担　 い 背　 負　 い 富　　　 力

呼

チンピンポウ①～⑪ ショイナワ① バシャ①（9 ⑧

か ソギボウ⑲ イチッコ⑨ ウマ ・ウシ③④㊤

タケヤ り（∋⑤ ヒグッ③ 三；－言ト ⑪

ぴ

名

ヤ リツノポウ③ ショイバ ンゴ① ～㊤

モ ッコ③ ショイコ①～㊤

セイタンマ④

ショイカゴ①～③（∋⑲㊤

タガラッ・カ：ブ

種類 皐 舟 そ　　　 り

呼

ぴ

名

ニグルマ①～⑫ 7 ネ① ナエプネ⑤

イチ リンシャ⑥ テンマフtネ④ イタブネ⑦

ナエ シキイタ⑧

ドソ リ（診

（卦交　　易

市 行　　　 商

種

ハツイチ③④㊤ ゴフク①③（勤⑲

ハナイチ③④⑪ クス リ①～㊤

頬 クレイチ①（卦⑪ カマ②（む

と エンニチイチ④ ダガシヤ②

そ マユイチ① ホウキ③⑤⑪

の ウマイチ③④ カイサンブツ④⑤⑦⑧

呼 コウジ⑥

び アブラヤ⑲⑪

名 セ トヤ㊤

フルイ㊤

※調査地区　①野高谷（清原）②鶉内（平石）③屋根（横J【l）④東木代

（瑞穂野）　⑤下川俣（豊郷）　⑥西田中（国本）　⑦坂本（城

山）　⑧大綱（富屋）⑨中篠井（篠井）⑲下欠下（姿川）

㊤羽年回（雀宮）
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（4）解　　説

運搬具では，肩担い運搬1背負い運搬ゝ富力による運搬一車による運搬一舟利用の

運搬，ソリによる運搬について調べた。

肩担い運搬ではゝテンビンボウが最も多く使われ－その他－　カツギボウー　タケヤリ，

ヤリツノポウー　モッコなどがある。一般家庭におけるテンビンポウでの運搬はゝ　その

ほとんどが肥やし運搬に使われたもので－　杉の木の丸太などに－　滑りどめの釘を打ち

つけた雑なものである。栃木県下でカツギポウといった場合1多くほ水桶を運搬する

両端にカギのついたものである。下欠下地区でのかソギボウもおそらくは－　これと同

じものと思われる。タケヤリ1ヤリツノポウはゝ　竹竿の端を鋭利に削ったものでゝ　麦

や稲束につきさして－　運搬する時に使われる。

背負い運搬ではゝ　ショイパンゴー　ンョイカゴが最も一般的である。ショイバンゴは－

たてたまま休むことが出来一便利なものである。山間地では，降り道足がひっかかっ

てしまうところから平野地帯のものよりも短かめなものが使われている。なお－　県北

地方のショイバンゴの脚は外側に湾曲しているものが多いがゝ　本市でみられるものは1

まっすぐなものが多い。

ひとロにショイカゴといっても様々なものがある。本市などで見られるものには－

木の葉カゴー　草刈りカゴゝ　ザルカゴなどのものがある。木の葉カブは最も大型のもの

で－落ち葉を運搬する時に使用される。草刈r）カゴは木の葉カゴよりやや小型のもの

で－　かつてはよく馬に与える草を刈っては運搬する時に便用したものである。サルカ

ゴは小型のものでゝ六ッ目に編んだカゴの内側にザル状のカゴがついた二重カゴで，

底にはワラでつくった輪がついている。日常生活品や野菜などの運搬に使われる。

富力による運搬では牛よりも馬が多くつかわれた。小荷田と称して馬の背に荷を振

r）わけにして運搬する方法もあるが－本市では比較的早くから馬車が使われたようで

ある。

卓による運搬は－　人力を対称としたもので1荷車がもっぱら使われた。

鬼怒川や田川など本市には大きな川が流れているが－　流れが早いためか，舟の利用

はあまりみられなかったようである。

ソリというと雪の上を滑べるものと思いがちであるが，地上を滑べるソリもある。

ドソリというのは－半分に割った丸太を敷きならべた上を滑べらせるもので－　山間地

で材木を運搬する時に使われる。本市では山手の大網地区に見られる。ナエブネー　イ
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タブネなどフネと呼ばれているが－　これらはナエシキイタと同じく田植えの時に百を

のせて泥田の上を滑らせるもので－　いわゆるソリの一種である。

市については1本市の上河原で1月11日に－　二荒山神社前で旧1月11日にそれぞれ

初市が行なわれている。その他近〈では鹿沼一石穣一　氏家1今市などでも年末一年始

に市が開かれている。屋板地区一　束木代地区で馬市の参加が見られるがゝ　おそらくは

近〈の石橋の馬市に行ったものと思われる。

行商では－越後の毒消し売り－越中冨山の薬屋がよく知られているが－　その他茨城

や千葉方面からの海産物一　鹿沼のホウキ売り－　その他鎌売り1油売り－駄菓子屋，コ

ウジ屋一　輝戸屋－　フルイ売りなどがある。

門前市（二荒山神社前）
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7ゝ　社会生活

（1）共同作業

共同山の刈り払い　　〈中篠井〉

（2）村　落（豊郷地区）の組織

いえどりによる稲けり　　　く瓦谷〉

注－⑲

●戸　　数

明治末期から大正初期の各部落の戸数は1少くない方で横山の16戸一　山本17戸一堀

米18戸等であり－　多いのは－岩曾の60戸ゝ　川俣の45戸などである。

●区　　長

部落の長は「区長」と呼ばれ－部落民の推せんによって選ばれた。区長の任期はど

の部落もだいたい2年であったが－再任をさまたげないため1区長12年間という人や

終身区長を務めた人などもいた。

引継物件は－部落の地図，会計簿一部落関係の文書等であり1「こうり」や「なが

もち」に納められていた。また，区長の家は1多くの部落で集会所となっていた。

●組

小姐は－　だいたい5～10軒〈らいで構成され－組数は2～8組であった。組の名称

は方位や′Jl字名によってつけられた。

2－　3例あげてみると次のとおりである。長岡〔上・中・下組〕1山本〔東・中・

西組〕－横山〔西・東組〕－岩曾〔川向・中下・中根組〕。

●財源・村仕事

部落の財源は，共有財産である共有地の収入によって多くはまかなった。共有地が

山（共同山）の場合は－立木を売却した代金を1日の場合は′Jゝ作を入れて1小作料を

あてた。また神社の土地（斎田祭面）を所有した部落もあった。共有地の収入以外に

「字費」として－各戸から徴収する場合もあった。
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共同作業は，道路・水路普請の他せきの手入等であり1各戸より人が出て行なった。

●ふれ番

部落の作業一行事などを区長の指示によr）各戸に知らせる役を「ふれ番」といった。

ふれ番は－　各戸交替制で行なったが，いくらかの手当でふれ番役専門の人を置いた部

落もありだいたいおばあさんがあたった。

①年齢集団

呼　 び　 名 加 入年 令 脱　 退 役　　 員 任　　　　 務 宿

了－ 6 ＝j‾① 12 ～ 13オ① どん どん焼 き①④ 神社 学校⑭

イ共
剋1 7 － 12 オ㊤ 12 ノi‾㊤・ 清掃 ⑪

若

者

組

ワ カ シュウ グ ミ 13 ～ 14オ ① 3 5オ 位② 結 日長 ，副 川長 日持 ち芝居 運動 会の主 三 島神社① 横

・① ④⑨ ワ カイ ン 15－ 16 オ② 婚③④・⑤ 30 会 長① 全 員加 催① 有名無 実③ 運動会 川青 年団下 屋

ユ② セ イネ ンダ ④ 学校 終 了 」‾⑥世 帯 主 入③ 会長・⑤ ⑥ ：用 10 日の 祭 I）① 他地 板 支部 ・学 杖

ン③⑭ ワ カイ ン 後③⑲⑫ 16 とな った と 若 い しゅが し 区 との交歓⑧ 天 王察 の 支部 長宅③ 会

ユ ダ ‡⑤⑧ セイ オ ～ 30オ 位 き⑧ 妻帯 者 ら⑧ 会長 ，副 屋 台の組立 て⑨ 運動 会 長の 自宅⑤ 廻

ネ ン カイ⑥ ⑬ ワ 〔∋高′ト卒 業 ⑭特 に な し 会長∴ ：立郎 艮 祭 　ゝ米や麦 の試 作右汗究 り番（診高 照院

カ イン グ ミ⑨ ⑥ 16 ～ 25オ ⑲ 国 ㊤・神 社の植 林 　ゝ運動 会－⑲・（公民 館 ）

⑧ 祭 一　農業 の視察⑪・ 個 人や役 員の

家鋪 神社④

娘 シ ョジ ョカイ② 高 ′」1卒 業⑥・ 結婚 ①⑥ ⑪・ 会 長賞・ 運動 会⑤ 祭 りの 芝居重・ 会長 宅⑥し役員

組 ④ ⑥⑪ 学 校卒 業⑭ 病 院い むん⑫ の家 ⑪

②山岳信仰関係の講集団

名　 称 参加者の性別 講　　 の　　 内　　 谷　　　　　 行　　 事

男体 山講① 男 ・女任・男 清 原の 人が 募集 L て希望 者 のみ参加 江・ 白衣 をつ け休 を浄 め るため 行屋 に ニ

～（雷・⑦ ～⑲ 女 人禁制③ い J ，代参 を＿立てた①・ H 装 束 （戸主 ）・忍： 8 Jl l □に掌拝 ③ 10 人講 の う

男⑤⑧⑲ ち 3 人 とか決 め て付 人かが 代参・3　 50 ～ 60 人 ，まわ l）番 　ゝ代参参拝 （8 月 1

日） 参拝 し－　お札 を配 る・環： 白衣で精 進料理 を食べ ，一 週 間 〈らい行屋 で水

布 をや っ た⑧ ・一週 間位 　ゝみ だ らな行軋 を しない離・ 白衣 を荊用 して登 山 し

た⑲

加 波 山講② 半 分② 男子 世 話 人②　 み こ しが 来て部 落 を回 る⑪　 神 主が 末て拝 む㊤・ 一戸一 戸 ほ とん

④⑨ ⑪ が 多い㊧ ど回 る （大正 末春 の頓 ）黄： 嵐 よけ珠・

御嶽 山講（彰 男 ・女① 男体 山講 と同様①

三 峰③⑧ 廻 机胤　 二名 が組 に な り，　 三 峰 に行 って 札 を もらって くる③⑧　 当番制 で

沫L を受 け に行 〈⑥　 三 峰 山登拝 1 －一年 交代 で代 参⑧
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③相　　続

呼　　 び　　 名 相 続人 事　　　 由　　　　　　　　 方　　　 法

シ ン シ ョウ ワタ ン①・ア トツギ② 長 男（∋～⑥ 70オ 偉 にな る とせが れ に相続①　 親 が動 けな 〈な った と

イサ ンソ ウゾ ク③ ア ト トリ④⑲ ⑧ ⑲⑪ き① ⑧⑪

⑭ シ ンシ ョウユ ズ リ⑤⑥ シン シ

ヨウモチ⑧

世帯 主 の死亡 の とき⑤ ⑥⑲ ⑪

④隠　　居

呼　 び　 名 事　　 由　　　　　 方　　 法 同　 居 持 って出 る もの

イ ン キ ョ①② ④ －⑦ 50代 位 で隠居。 仕事 は共 にす る。炊事 は別 ① 別 居①・－③ 夜 具 1 炊 事道具 　ゝく

⑨ ～⑭ 年 寄 隠居②　 断 絶 に近 い状態 の と き③ ④⑭ ⑤ ⑥⑧ ⑲⑫ ど1 か ぎ じる し①財

ワ カ イン キ ョ③ 裕 福 な家⑤　 60 1 ‾頃⑥　 老後 を楽 に⑥ ⑧ 同居壇） 産 の一部⑤・日用 品⑥

⑧⑪

⑤分　　家

呼　 び　 名 分 家す る 人 事　 由　 ・　 万　 法 もら うもの

シン タ ク①②⑤ ⑦⑧ 次 ・三 男① ～⑧⑲ 親が 子 に土 地 を分け る① ③・ 「ロー① ③④ ⑲㊤・家 ゝか ま

⑭ ㊤ 本家 につ くした老④⑭ ど1 農 具① ③

7 ’ン ケ① ③④ ～⑥⑬ 女子 （嫁 に行 けな 祭 りに 酒 を出 L あ い きつ・丑 財産 の一部 ⑤⑥ ⑧

い女 ）①② 裕棉 な家⑤ ⑧毎盲

⑥親族集団

呼　 び　 名 内　　　　 容 （範囲 ・つ きあ い方 ）

シンル イ① ←③ ⑤⑦ 珪‡・ 御祝灘∴ 新式 ， お産 ．年 忌の墓 参蔓 ③ ④⑪・ 兄弟 ，お じ1 お ばの三 親等位

シンセ キ①④⑧ ⑲㊤・ まで① ①⑥　 い とこの 国税等 位 まで②

マ ケ⑤⑥・（9 分家 等近 〈にい る血す じの者③ ⑤⑦

イチマ キ⑪

ミウチ㊧ エ ン ピキ㊤

親族 は 永久 時に⑲・笹

⑦擬制約親子

呼　 び　 名 オヤ に頼 む 人 コとな る人 契　　 約 卓　　 出 つ き合 い

ステ ゴ② ③⑲ ㊤ 近 所の 人①⑲ ⑭ 33オ の厄 年 に生 遣の十 文字 。 厄 お とし①⑤ 正 月に年 始 に行

ヤ クゴ⑤ 知 人③ ⑪・ まれた子 〔∋⑲ 事 前 に話 しを 親 が よわ い と ∴十＋

ヒロ イオヤ⑥ ⑧ 隣 りのお ば さん⑤ 年 回 りが 悪 い時 つ け てお く③ き② 面倒 をみ 盆暮 ②

通 った 人⑧ ㊤ に生 まれた子③

⑤ ⑭

その時 だけ⑤ て もら う③

双 了－の 時⑧

菜調査地区　①野高谷（清原）②鶉内（平石）　③屋根（横川）　④束木代

（瑞穂暦）　⑤下川俣（豊郷）　⑥西田中（国本）　⑦坂本（城

山）　⑧大綱（富屋）　⑨中篠井（篠井）⑲下欠下（姿川）

⑪羽牛田（雀宮）
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（4）解　　説

本市におけるかつての年令集団についてみると1他地域と同様若者組の活動が最も

活発であった。大正期に入るとゝ　それ以前の若者組組織にかわって青年団組織が活発

になl）－若者組組織から青年団組織への過度的時期となる。このような時代の変化は

本市でも顕著に見られ－呼び名はワカイシュウ（ワカイシュー　ワカイン）グミー　ワカ

イシュウなど旧来の名称が使われているにもかかわらず－参加する若者の年令におい

ては1そのほとんどが高小辛噴から結婚時頃で－青年団組織に見られる年令となって

いる。今回の調査では－　ただ1ヵ所，鶉内地区のみワカシュの呼び名で－脱退暗が40

オ位とする所がある。任務は芝居や運動会一土地の神社の祭りなど村人の娯楽に関す

る奉仕活動が主となっている。

娘組の活動は若者組にくらべるとそれほど活発なものではなかったようである。男

の青年団組織に対Lて処女会が結成されゝ青年団とともに村の娯楽の奉仕活動にあた

ったりしている。

青年層の集団が常時営まれていたのに対し－　子供組の場合は臨時的に結成される。

おもに正月14日のどんどん焼きの時で，参加は小学生で，1番年長者が自然リーダー

シップをとり組を統制するのがならわしである。

山岳信仰関係の講集団についてみると－本市では－　男体山講，加波山講1御獄山講ゝ

三峰講などが見られる。男体山講は－下野の霊峰男体山を信仰する講で－　かつては大

網地区のように白衣で精進料理を食べ1一週間〈らい行屋で水行をやるなど－　代参人

は厳しい行を経たのち登拝したものである。なお－　今回の調査結果には記されていな

いが－　男体山登拝に着用した布衣を死装束とする所がある。

加波山講は－　茨城県の加波山を信仰する講で－　芳賀郡下ではかつてはかなり盛んに

行なわれた。本市では芳賀郡に近い一部の地区に見られるが－　芳賀郡より遠く経れた

中篠井地区にも見られる。加波山講の特色はゝ神輿が村越りすることで－　この信仰圏

の人々は－神輿がくるのを首を長くしてまったという。

相続について見ると－　本市では相続のことをシンショウワタンー　シンショウユズリ1

あるいはアトツギー　アトトリとかと呼んでいる。相続人は長男とする所がほとんどで

あるが，明治初期頃までは－　長子相続をとった地域も多い。ところでひと口に相続と

いうが－相続するものには土地や家－　その他諸々の財産の他，一家の長としての権限1

地位もある。一般に村づきあいや－　家計のやりくりなどゝ権限一　地位の移譲が早く－
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財産は死にゆず町の形をとる。

隠屈∴分家は本市の場合ほとんどの地区で見られるし〕本市にみられる隠吊は，老夫

婦が若美掃と†‾Li」居▲のわずらわLさから蹴けL　別居して余世を楽しむという－　いわゆる

楽隠屠である。屋板地腹でワカインキョと称し－若夫婦と断絶に近い状態の州別キを

するというのは－例外的な存在であろう。この楽隠屠はゝ　若夫婦に財産の管理から村

づきあいなどを譲った後隠居するものでゝ　隠居する際には一老後の生活に最低限必賀な

ものだけを持って出るだけが多い。なお1老夫婦が持って出る田畑をインキョメンと

称する所がある。

分家慣行が見られる所は1一般に財産を分割することのできる裕福な地域である。

本‾11上の場合一　分家のことをブンケあるいはシンタクと称し，そのほとんどが次・三男

の分家である。分家する時期は1結婚時で家を新築してもらいゝ　食うに足I）る分の田

畑－　その他財産の一一部をもらうとする例が多い（。なおゝ今回の調査結果には記されて

ないが－特に裕福な家では－　よ〈つくLた本公人を分家に出す奉公人分家の例が見ら

れる。また－上が女ばかりで－後になって男の子が生まれたという家の場合－　ひとま

ず長▼如二婿養子をもらって家をつがせ，やがて男の子が大き〈なると－　この男の子に

家をつがせて妹夫婦を分家に出すという特殊な例もある。

親族集団の場合一　呼び名の多くはシンルイー　シンセキでその他ミウチゝ　エンビキな

どと称する所かある。親族の範臥　つきあい方はゝ　血筋のこさに左右され1また村内

の者どうLと村外に触れてしまった場合とでも異なる〔〕多くは三親等からいとこの凶

親等位までを親族の範囲とするが1屋根地区，下川俣地区1坂本地1互などでは1近隣

の場合は，血筋を引く者はみな親族とする所もある。親族間のつきあいは，血筋がこ

い程そのきずなは強くゝ近い親族内では起婚葬祭におけるつきあいはもとよリ1農作

業を始めとする日常生活上の相互扶助までおよぶ。反対に遠い親族間では葬式づきあ

いだけとする家も多〈－　このような血筋のうすい親族を本市ではジャーポシンセキと

呼んでいる所もある。
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8ゝ　信　　　仰

（1）野仏と社寺

＋九夜様　　く関堀〉

鎮守様　　く下桑島〉

（2）お登楼と田の神様

お釜様　　く中篠井〉

ー38－

庸申塔　　く石那圧〉

延命院　　く泉町〉

田の神様　　く上欠〉



（3）宇都宮の主な野仏 注－⑪

番

ウ
名　　　 称 年 代

番

号
名　　　　 称 年 代

番

ウ
名　　　 称 年 代

ロ

（清 原 地 区 ）

正 徳 3 年

元 禄 1 1年

3 4 十 九 夜 尊 像

安 政 4 年 6 6

（瑞 穂 野 地 区 ）

元 禄 1 5年

観　　 音　　 像 3 5 阿 弥 陀 如 来 碑 薬 師 如 来 像 2 体

∵ 地　 蔵　 尊　 條 3 6 十 九 夜　 尊 像 弘 化 4 年

文 化 3 年

文 政 3 年

67 観　　 音　　 像

3 観　　 音　　 像 3 7 ロ 68 庚　　 申　　 塔

4 六　　 地　　 蔵 3 8 二 十 六 夜 供 尊 塔 69 地　 蔵　 尊　 像

5 十 九夜 供 養 塔2基 3 9 二 十 三 夜 供 養 塔 70 卜九 夜 供 養 塔 正 徳 5 年

6

7

馬 頭 観 音 像 2 休

石　 碑

文 久 元 年 4 0 馬 豆白 観　 音 像 7 1 ロ 正 徳 4 年

文 久 元 年

文 政 7 年

嘉 永 3 年

弘 化 3 年

文 久 3 年 4 1 六　　 地　　 蔵 7 2 観　　 音　　 像

文 政 6 年 4 2 道 路 修 覆 供 養 塔 7 3 十 九 夜 供 養 塔

8 宝　 筐　 印 J若 延 享 2 年

文 政 1 1年

文 久 元 年

寛 政 4 年

4 3 庚　　 申　　 塔 明 治 3 年 74

7 5

7 6

7 7

ロ

9 地 蔵 尊　 4　体 4 4 と　う　ろ う　 2 基 再 立

享二保 1 1年

（豊 郷 地 区 ）

1 0

田

十 九伎 供 養 ］菩2体

六 地 蔵

4 5

4 6

4 7

庚 申 塔

（榛 川 地 区 ）

馬 頭 観 音 像

五 輪 塔 3 基

観 音 像

1 2 二 十 三 夜 供 養 塔 十 九 夜 尊 像 3 体 7 8 十 九夜 供養 塔 3体

1 3 六　　 地　　 蔵 安 永 3 年 地　 蔵　 尊　 像 寛 政 7 年 7 9 阿 弥 陀 如 来 像

1 4 二 十 三 夜 供 養 塔 明 f台4 年 十 九 夜 尊 像 享 保 2 年

（趨 超 年 ）

享 保 1 2年

正 徳 4 年

8 0 十 九夜 供養 蛸：2体

1 5 地　 蔵　 尊　 像 1≒亨 3 年 4 8 六　　 地　　 蔵 8 1 地　 蔵　 尊　 條

ユ6 道　　　　　　 標 寛 」攻 2 年 4 9 勝　　 善　　 神 8 2 十 九 夜 供 養 塔

1 7 宝　 筐　 印　 塔 宝 暦 1 4年 5 0 六　　 地　　 蔵 8 3 地 蔵 尊 像　 5 体

1 8 六 十 六 部 供 養 塔 享 保 1 8年 5 1 ロ 8 4 十 九 夜 供 奉 塔

1 9 庚　　 巾　　 塔 天 文 5 年 5 2 墓　　　　　 石 8 5 ロ 天 明 6 年

明 和‾2 年

2 0 大　 日　 如　 来 承 応 4 年 5 3 地　 蔵　 尊　 條 8 6 地 蔵 尊 像 3 体

2 1 地　 蔵　 菩　 薩 享 保 5 年

天 保 2 年

寛 保 元 年

5 4 十 九 夜 尊 像 8 7 宝　 筐　 印　 塔

2 2 お ぴ ん づ る 様 5 5 十 九 夜 尊 條 2 休 8 8 地　 蔵　 尊　 條 寛 政 9 年

安 永 3 年

2 3 雷　　 電　　 神 5 6 六　　 地　　 蔵 8 9 破 損 仏 体 4 体

2 4

2 5

しょ うつか 婆 さ ん 5 7

5 8

地　 蔵　 尊　 イ象 9 0 馬　 頭 観 音　 條

（平 石 地 区 ） 十　 九 夜 尊 條 9 1 ロ 弘化 4 年

五　 十　 里　 石 と　 う　 ろ　 う 天 明 3 年

安 政 6 年

享 保 2 年

9 2 地 蔵 尊 像　 2 体 寛 文 1 3年

文 政 1 3年

2 6 と　 う ろ う　 2 基 5 9

6 0

6 1

十 九 汲：尊 像 9 3 阿 弥 陀 如 来 像

2 7 十 九 夜 供 養 塔 男　　 体　　 山 9 4 馬　 頭 観 音 條

2 8 宝 筐 印 塔　 2 基 地　 蔵　 尊　 懐 9 5

9 6

十　 九　 夜　 尊 安 政 7 年

大 保 1 2年

2 9 地　 蔵　 尊　 條 二 十 三 枝 供 養 塔 （国 本 地 区 ）

3 0 こ ま 大 群　 3 対
－t－一　九 夜 尊 條

麿 崖 仏　 3　体

3 1 観　　 音　　 像 6 2 庚　　 申　　 塔 9 7 観 音 像　 3　休

3 2 ロ 6 3 地　 蔵　 尊　 條 9 8 地 蔵 尊 像　 2 体

3 3 地　 蔵　 尊　 條 天 保 3 年 6 4 大　 日　 如　 来 像 9 9 観　　 書　　 像

明 暦 2 年 6 5 十 九 校 費 像 四 地　 蔵　 尊　 條
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曹
′ノ
名　　　 称 年代 蕃

lノ
名　　　 称 年代 番

ラ▲
名　　　 称 年代

田

四

六　　 地　　 蔵

天保8年

四 男体 山白雲山 安永8年

明和 9年

田 ； ・－　＝：　⊆

安永8年（城山地区） 田 地　 蔵　 尊　 條 田 石　　 灯　　 籠

観　　 音　　 像 田 宝　 筐　 印　 塔 田 う　ら　な　い　仏 享保15年

明和3 年

四 供　　 養　　 塔 田 馬　 頭　 観　 音 弘化4 年 四

国

大　　 業　　 天

四 観　　 音　　 像 享保12年

文化10年

田 道　　　　　 標 享和2年 （姿川地区）

田 地　 蔵　 尊　 像 田 ロ 攻二化元年

享保16年

地　 蔵　 尊　 條

田 ロ 田 ロ 田 供　　 養　　 塔 宝暦12年
田 観　　 音　　 條 田 二六　　 地　　 蔵 田 観　　 音　　 像 天明元年

大保3年
芙雛 葦

天保12年

文政5年

田 六　　 地　　 蔵 田 白　　 雲　　 山 天明4年

天保11年

田 地　 蔵　 尊　 條

四 男　　 体　　 山 田

田

碑　　　　　 石 田 ロ

四 馬 頭 観 音 像 寛政8 年 （篠井地区） 田 こ　　 ま　　 大
皿 地　 蔵　 尊　 條 享保2年 馬　亘巨観 音 像 田 と　 う　 ろ　 う

四 観 音 像　7　休 文政6年

弘化2年

文化10年

田 供　　 養　　 塔 享保7年 田 男　　 体　　 山
四 男　　 休　　 山 田 ロ 正徳3年

元禄16年

享保15年

四 道　　　　　 標

皿 十九夜供養塔2体 田 大　　 黒　　 天 四 観 音 像　2　体

四

四

石　 仏　 群

巳　 待　 塔

田

1相

と う ろ う

不 動 尊 條

田

田

（慧 蔵申尊 芸

四 勝　　 善　　 神 田 こ　　 ま　　 犬 人　 日　如　 来

l柑 男　　 休　　 山 四 阿 弥　陀 尊 像 田

田

十　 九　 夜　 専 享保5年

元禄10年

田 道　　 祖　　 神 嘉永5年 四

Ⅲ

悲■巨 ■‾‾　 － 昭和2年 （雀宮地区）
田 石　　　　　　 両 ‾丈久3年 明和 6年

正徳 2年

観 音 像　4　休

皿

四

鹿　　 屋　　 仏 寸丁　　　　　　 碑 田 地　 蔵　 尊　 條 大保8年
延宝7 9年

（富屋地区） 四 道　　　　　 標 田

田

ロ 延傑9年

道　　　　　 標 田 庚　　 申　　 塔 ロ 早保2年
正徳 5年

田 地　 蔵　 尊　 像 田 ロ 明和9 年 ロ
安政6 年

四 ロ 田 ロ 田 観 音 像 33 休

染上表の掲載基準・比較的製作年代の古いもの。　　　　・出来ばえの美事なもの。

・珍奇で他に類例の乏しいもの。　　　・由緒来歴を秘めるもの。

・特に昔から信仰を集めているもの。　・旧市街地にあるものは除いた。

・社寺の境内にあるものは除いた。
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（4）宇都宮地区別神社一覧 注－⑫

神　 社　 名

旧
市
内

清 乎 構 報
古
豊 国 城 篠 姿 雀

神　 社　 名
旧 活 平 横 瑞 国 国 城 篠 姿 笹

原 石 川 穂
野
那 本 山 屋 井 皿 宮 内 煉 石 皿

穂
野 郷 本 山 屋 井 皿 甫

秋 葉 神 社

阿 蘇 神 社

愛 宕 神 社

生 駒 神 社

厳 島 神 社

稲 荷 神 社

今 宮 神 ▼

岩 原 神 社

宇 賀 神 社

鶴 鶴 草 神 社

大 塚 神 社

大 山 砥 神 社

大 石 山 神 社

蒲 生 神 社

熊 野 神 社

美島 峰 神 社

琴 平 神 社

御 霊 神 社

鷺 宮 神 社

猿 山 神 社

塩 釜 稲 荷 神 社

下 乗 神 社

十 二 社 神 社

神 明 宮

菅 原 神 社

雀 宮 神 社

諏 訪 神 社

浅 間 神 社

高 寵 神 社

高 尾 神 社

館 神 社

龍 尾 神 社

立 岩 神 社

多 藤 神 社

智 賀 都 神 社

ロ

ロ

2

ロ

ロ

2

4

6

ロ

2

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

2

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

口

ロ

ロ

7

ロ

ロ

ロ

6

7

6

6

6

ロ

2

ロ

ロ

ロ

ロ

2

3

ロ

口

ロ

2

2

6

6

6

ロ

ロ

4

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

4

ロ

天 満 宮

栃木 県護 国神 社

葉 子 神 社

東 谷 神 社

戸 室 神 社

砥 上 神 社

長 良 神 社

中 島 神 社

鶏 烏 神 社

新 渡 神 社

八 幡 宮

八 幡 神 社

白 山 神 社

八 龍 神 社

羽 黒 神 社

日 吉 神 社

平 出 神 社

平 松 神 社

平 野 神 社

日 枝 神 社

富 士 山 神 社

星 言 神 社

矛 神 社

宝 国 神 社

保 古 神 社

御 田 神 社

三 島 神 社

八 坂 神 社

湯 殿 神 社

雷 神 社

雷 電 神 社

雨 宮 神 社

六 所 神 社

若 松 神 社

ロ

3

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

4

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

2

ロ

2

ロ

口

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

2

口

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

2

ロ

4

3

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

5

ロ

ロ

ロ

ロ

計 19 17 8 13 10 14 13 24 13 7 10 12
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（5）宇都宮地区別寺院一覧 注－⑲

番号 寺　 院　 名 宗　 派 番号 寺　 院　 名 宗　 派 番号 寺　 院　 名 宗　 派

ロ

（旧 市 内 地 区 ）

光　 徳　 寺 天　 台　 宗

3 1

3 2

日蓮 ；宗宝 木 妙 義

教　 ム

日　 蓮　 宗
55

5 6

万　 松 寺

（国 本 地 区 ）

曹 洞 宗

真 言 宗2 菩　　 駈　　 寺 ロ 宝　　 勝　　 寺 時　　　 宗 自　　 性　　 院

3 宝　　 蔵　　 寺 ロ 33 一　　 向　　 寺 ロ 5 7

5 8

長　　 林　　 寺 曹 洞 宗

天 台 宗

4

田

高 野　 山 字 都
真　 言　 刀て

34 本　　 願　　 寺 ロ （城 LLJ地 区 ）

宮 人 師 教 会 35 応　　 願　　 寺 6 大　　 谷　　 寺

花　　 蔵　　 院 6 3 6 妙　　 霊　　 寺 中 山 妙 宗 59 持　　 宝　　 院 真　 言 ；ド

6 延　　 命　　 院 ロ 37 常　　 田　　 寺 本 門 仏 立 景 60

6 1

能　　 満　　 寺 ロ

曹 洞 宗

7 能　　 延　　 寺 ロ 38 達　　 観　　 寺 ロ （富 屋 地 区 ）

8 生　　 簡　　 寺 に 39

4 0

4 1

4 2

仏 所 護 念 会 教 団 仏 所 讃 念 会 伝　　 法　　 寺

9 浄　　 鋭　　 寺 浄　 二仁　 宗 宇 都 宮 地 方 教 会 l 教　　 団 62

6 3

6 4

光　　 明　　 寺 単 五

真 言 ホ

大 台 シJミ

10 清　　 観　　 寺 ロ 日 本 山 妙 法 寺 日 本 山 妙 （篠 井 地 区 ）

四 慈　　 光　　 寺 ロ 宇 都 宮 中 僧 伽 法 寺 大 僧 伽 東　　 海　　 寺

1Z 常　　 念　　 寺 ロ 光　　 明　　 寺 卓 立

天 台 1 て

（姿 」rl地 区 ）

13 光　　 琳　　 ‾寺 ロ （清 原 地 区 ） 東　　 福　　 寺

14 大　　 運　　 寺 ロ 宝　　 泉　　 寺 6 5 光　　 音　　 ‾寺 ロ

15 報　　 恩　　 寺 臨　 富貴　 宗 4 こS 薬　　 王　　 寺 ロ 66 宝　　 林　　 寺 ロ

16 興　　 禅　　 寺 ロ 4 4 宝　　 蓮　　 院 真　 言　 宗 67 局　　 員賞　　 院 定　 言　 宗

17 成　　 高　　 寺 曹　 洞　 宗 4 5 大　　 乗　　 寺 ロ 68 福　　 智　　 院 ロ

18 桂　　 林　　 寺 ロ 4 6

4 7

同　　 慶　　 寺 臨 済 宗

真 言 7」て

69

7 0

竜　　 泉　　 院 ロ

天 台 宗

19 林　　 松　　 寺 ロ （平 石 地 区 ） （雀 宮 地 区 ）

20 祥　　 雲　　 寺 ロ 医　　 王　　 寺 西　　 北　　 寺

2 1 台　　 陽　　 寺 ロ 48 広　　 琳　　 寺 ロ 7 1 正　　 光　　 寺 ロ

22

2 3

2 4

天 勢 寺

東 福 寺

観 専 寺

ロ

斐 柴 宗

浄 土 真 宗

49

5 0

仏 心 寺

（横 川 地 区 ）

千 手 院

単 五

真 言 宗

72 永　　 盛　　 寺 曹　 洞　 宗

2 5

2 6

2 7

安 泰 寺

正 行 寺

妙 正 寺

ロ

ロ

日 蓮 宗

5 1

5 2

恵 光 寺

（瑞 穂 野 地 区 ）

成 願 寺

早 立

真 言 宗

28

2 9

3 0

妙 金 寺

法 華 寺

東 妙 寺

ロ

ロ

ロ

5 3

5 4

金 剛 走 寺

（豊 東軍地 区 ）

光 性 寺

ロ

曹 洞 宗

－42－



（6）調査報告
①山の神

御　 神　 体 性別 性　　 格 行　　 事　　 内　　 容

○塚の上の石碑①

○掛軸（昏

不明

l

不明

○山の作業の安 年 1 回－けi12月6 日に日待ちをL た。

仝を守る

○サンジンサマ

この日の午後一木こりの元締めの家に

集まり飲み食いをする。元締めの家で

作った食べ物一元締の使う道具に神酒

を供えた。

・t 当番の家に掛軸をさげ－酒盛りをやる。
○無し 女 ○不明 ・旧 1 月6 日にLl」入りしゝ けがをL な

いようにヤマノカミを祭る。

（彰家の神

神　 の　 性　 格 祭　　 F）　 方 像の有無 言い伝 え

オカ 〔〕火の神 （ヒ 7 1－セ）① ・カマ ドの上に棚 をつ くり弊 束 －　ゾ 無 ・ホホ ドの

マ様 ～③・⑤（諺⑧ ⑨ ウニ ー　椚 を供 える。① ～③⑤⑥ ⑧ 〔D ～⑫ 神 （火）

○作物 の豊作 を願 う⑲ ～㊤ を大切 に

○カ ッテ をまつ る⑪ ・ウジグ ミに幣 束一赤蝕 を供 え－シ

メナ ワを交換す る①

す る⑧

便

所

神

・お七夜 の時 に便 所に参 る①②④

n

・つば をは

・幣束 を供 える⑥ く　と口が

■正 月の 16 日夜 にあず き飯 を供 える

④

さけ る。

薫調査地区　①野高谷（清原）（訂鴇内（平石）　③屋根（横川）　④東木代

（瑞穂野）　⑤下川俣（豊郷）　⑥丙田中（l司本）　⑦坂本（城

山）（診大網（冨屋）　⑤中篠井（篠井）　⑲下欠下（姿川）

⑪羽午田（雀宮）
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（6）解　　説

山を生業の舞台とする土地では山の神信仰が盛んである。本市の場合山の神信仰が

見られるのは，北西部山沿いの大網地区ゝ　西田中地区1それに東部の平地林の広がる

野高谷地区などである。山仕事に従事する人が山での安全を祈るために祀るもので－

行事の内容は宿に山の神を而巳り－　山仕事従事者が集まり飯食するといったものである。

なお1山の神様の場合よく性別が問題にされるが－　本市の場合その両方が見られる。

八百万の神といわれるように－　日本にはいたる所に神様がいるが－　中には家のある

特定な場所を司どる特殊な神様がいる。本市の場合ゝ家の神として最も一般的に祀ら

れているのは，オカマ様と便所神である。オカマ様は台所のカマド近くに祀られるも

ので－　火防の神一　五穀豊穣の神としての信仰を受けている。このオカマ様は正月に飾

ったシメを取りはずさないまま，毎年重さねていくのが特色で1砥上町のある農家で

は－建築以来シメは重さねたままという家もある。オカマ様は子沢山ゝ　あるいは36人

の子供がいるなどという俗言を耳にすることがあり－　ノJl正月の時にはこのため沢山の

カエバシを供える所がある。また圧植えが終ると－　水口の苗を3株ばかり抜きとr）ゝ

これを桝の中に入れてオカマ様に供えるという習俗は市内に広〈見られる。

便所神の信仰の中で興味深いのは，生後7日目のお七夜の時1赤児の神菱川が行な

われるが－　本市などではまっさきに便所にお参りさせる習俗がある。赤児をだいた産

婆がゝ便所に行き－紅白の水引きをまいた麻柄のハシでフンを食べさせるまねをする

のである。今でも農家の便所真に麻柄のハシが突きさしてあるのを見かけるがゝ　これ

は便所参りの名残りである。なお便所でツバをはくと口がさけるという俗言が聞かれ

る。
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9－　人の一生

（2）堀米の両墓制

参
り
墓
　
　
（
堀
米
）

注－⑲

堀米の両墓は－埋め墓（一次墓）を「ラントウ・ラントウバ」，参り墓（二次墓）

を「ハカバ・オテラ」と呼んでいる。

埋め墓には－ニヶ所の共同墓地と十数ヶ所の個人墓地があったが－個人墓地は現在

数ヶ所しか認められず1それも埋め墓としての性格は夫ないつつある。共同墓地は1

田川の河原近くの西所（41坪）とやや高い平地に位置する一里（46坪）であり両墓地

とも埋め墓としての機能を果している。

参り墓は1埋め墓が部落のはずれにあるのに対して－中心部に位置し（前田103

坪）共同墓地となっており1百数十の墓石が林立している。

堀米の両墓は－参r）墓一理め墓とも無地となっており－参り墓に石碑を建てる期日

も一定しておらずゝ埋め墓に埋葬した後一参り墓への物的移動もみられない。

（3）結納書注－⑮

結納書（女物の場合）

1ゝ　長慰斗　　　　　一折

1．

11

広
点
者

末
　
御

1，御祝儀　　　　　三包

1ゝ金拾円也　　　　一包

1ゝ　足　袋　　　　　一包

1，寿留女　　　　　二折

1－恵良賀　　　　　二折

1，家内喜多留　　　一箇

1，御手拭　　　　　一通

右之通無相違候也

明治三十三年二月八日何某

上　様
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（4）送葬の列注－⑲

主 人死亡 の時

要　 具　　 人

口 五色旗

組　 内

2 松　 明

3 送 り鹿

4 辻　 籠

5 四方幡

6 位　 牌 相続 人

7 謄 妻

8 香　 炉 長　 女

9 机

近 親者10 柁　 花

田 生　 花

12 縁 の綱 親　 族

1 3　 霊　 枢 組　 内



（5）一生の儀礼（清原・道場宿町） 注－⑫

（丑産　　育

〔妊娠〕5ヶ月には岩田帯をしめる。さらし木綿1丈に大の字を赤善して－成の日に

産婆の手によってしめる。

〔ぷんべん〕婚家で生むことが多い。普通の部屋でする。近頃は病院でする者もある。

〔お七夜〕赤飯をたき－親戚を招待する。近所の子供らには赤飯と銭を配る。近頃は

菓子が多い。

〔21日〕嫁の実家から初着が届く。産婆が赤ちゃんを抱いて，初着を前から着せる。

家中屋敷中を廻る。桑の枝かゝ麻がらで3尺ほどの箸をつくり1白紙で包み水引をか

ける。便所で7ンをはさんで食べさせるしぐさをする。箸は便所の窓などに差して置

く。親類ゝ　縁者は麻の菓模様の着物1着尺をおくる。

〔食いそめ〕女児100日一　男児110日ゝ′Jlさな食器ゝ　お膳をととのえー赤飯ゝ尾頭つき

の御馳走で祝う。

〔新客〕日数は不定一嫁の実家に姑と赤子と客に行〈。母子は2・3泊1姑は日帰り1

帰りは実母が送ってくる。金包みを初着のひもに結んでくる。

〔誕生〕餅をつき，一升餅を背負わせて歩かせる。

（七五三〕昔はやらなかった。現今は宇都宮の二荒神社まで行〈ものがある。

②結　　婚

昔から媒酌人があって見合い結婚が多い。今もこの様式が多い。式日には婿の方か

ら親がわりの親戚が数名媒酌人と仮の家に迎えに行く。立ちぶるまいの祝宴をしてか

ら－嫁と親戚と連れだって婿の家に行き1結婚式を行う。終ってから親戚一棟者をま

ねいて披露の祝宴をする。嫁入りには大正年間まで，馬にあけ荷をつけ－　嫁さんが振

袖を着て1その上に座って乗って行った。昭和の中期までは人力車1現今は自動車と

なった。

〔三ッ日〕結婚式3日目に婿一鱒一媒酌人連れたって嫁の実家に客に行く－嫁の家族

全員にそれぞれ土産物を持参する。

③還暦・喜寿・米寿の祝

昔はよほどの財産家でなくてはやらなかったが－近ごろこの風習は多くなった。

（彰葬　　儀

組合でやる。昔は組合14．5軒ぐらいの家族全員が集まり1食事をして3日間ぐらい
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すごしたので当家の食糧経費は大変なものであった。今はこれを極めて簡素化した。

死亡通知には2～3里の所は組員が飛脚で行く。近隣は香莫を呈し1当家では配り物

をする。葬列を組んで寺まで送る。現在も全部土葬である。宇内の寺は真言宗大乗寺。

隣字に臨済宗の同慶寺があー）1檀家は大体半々である。

（6）調査報告

①出　　産

（卦生児の儀礼

（彰墓地と棺

婚 家の 婚家 の

ナ ン ド ザ シキ

② ～⑤

⑧⑲㊤

①⑥

⑤死の忌

「－　…＿．．‥．二‾‖－．．＿＿．＿　」

※調査地区　①野高谷（清原）　②鶉内（平石）　③屋根（槍川）　④東木代

（瑞穂野）　⑤下川俣（豊郷）　⑥西障中（国本）　⑦坂本（城

山）　⑧大網（苫屋）　⑨中篠井（篠井）　⑲下欠下（姿川）

⑫羽牛田（雀宮）

（り解　　説

近年はお産はほとんど病院でするがゝかつては多くが第1子を実家でゝ　第2子を婚

家でしたものだった。産部屋は若夫婦の部屋であるナンドで－　男は21日間この部屋に

は入れなかった。また産婦もこの期間中はケガレるといってみだりに他の部屋に行く
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ことをきらったものである。

後産のしまつについてみると，一般には古くは家の中－やがて時代が新しくなるに

つれ家のまわりの庭1墓場へと移ってい〈ようである。本市の場合ナンドの床下が最

も多〈，その他入口付近以外のダイドコロー　ダイドコロの外側1庭の片すみ－墓場な

どがある。なお，ナンドの床下に埋めるのは「後産はオテントサンに見せるものでは

ない」というからだという。また庭や墓場などに埋める所ではゝ「後産の上を1番最

初に通ったものを子供は恐れるから－　まずまっさきに父親にまたがせろ」という俗言

も聞かれる。

人間オギャーと生まれてから死ぬまで様々な儀礼を受けるが，生後まっ先きに経験

するのがお七夜の儀礼である。この時には氏神へのお参り始め，セッテンマイリを行

う所が多〈1また束木代地区一下欠下地区では大の安産や子大の成育のよいことにあ

やかって－赤児の額に大の字を書く。

初誕生の時には－1升餅をついて子供が歩るく時にはこれを背負わせる所が多い。

そして子供が餅を背負って歩るいた時には－七転八起にあやかって子供を突きとばす

もんだともいう。

結婚の形態についてみると－　栃木県内あたりではかなり以前から嫁入り婚が主流だ

った。婚舎はこの嫁入り婚の場合1婿方の家でほとんどはナンドである。

墓地というと多くの人々は1埋める所すなわちお参りする所としているが－世の中

には－埋める所とお参りする所とが別々になっている所がある。このような墓を民俗

学上では雨量と呼び－最近調査研究が進むにつれ1各地でこの事例が確認されている。

本市でも豊郷の堀米でこの例が確認されており－埋め墓をラントウー　ラントウバ1

参り墓をハカバゝ　オテラと呼んでいる。

棺は最近はねせ棺が多かったが－古くはたて棺が用いられた。本市でも野高谷地区一

屋板地区ゝ　東木代地区でたて棺がみられる。

死の忌については－衷に服する期間を49日間とする所が多い。しかしその年の正月

はしないとか－1年間は祭りに参加しないとする所もかなり多〈見うけられるようだ。

神かくしの方法は－神棚の前に直の菓をさげる，半紙をさげるの2通りの方法がとら

れている。
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川，祭りと年中行事

（1）行事の様子

どんど焼き　　　く屋根〉

大盛飯　　く野高谷〉

花祭り　　　く石郡田〉

天王禁　　　く石那田〉

えびすこう　　　〈中篠井〉



（2）宇都宮二荒山手申社の祭日　　　　　　　　　　注－⑲

10月封日　秋山祭　此祭虻ほ最も重人なる祭日なれども氏十其他之れを知る老少し伯

学校生徒の参拝ほ此臼を以てすr，

川月2丁ゝ狐29日三日間　此臼は1菊水祭とも称す。神輿を渡御し各町にては思い思

いの余興を出せども近年はそれをも少なくなれリー神輿は隔年上町と下町とを前後に

す－私祭なるも秋山祭より世に知らる－夕方は馬場に於て流鏑馬あるを例とす。

12月4日　御帽主乳又秋山祭を大湯と撤するに対レト揚とも称す1新嘗祭なり。

12月15日　冬渡禦

1月15日　春渡祭　おたりやと云うー中夜神輿を後門より渡L御旅所に於て豊年踊な

どの神事ありて尾上町一杉原即1釦砲軋曲帥町を経て正門より還御すゝ此臼は市内

の商店家業を休み悼んで慶賀の意を表せI）1近郷の老若男女は早軌より参拝する者多

く午後二暗頃に至れば交通も絶えんばかりの人の山をなす－鉄道省にては特に汽車賃

の割引をなすに至る1其中にも馬場町最も群集す。

2月1丁日　祈年祭

4月11日　花会票

（3）石都田八坂神社の天王祭 注－⑲

篠井の祭例のうち－最も最大なものは，右耶田の天王祭である。大＿上祭はゝ石部田

の鎮守である八坂神社の祭りで－　屋台が引き回され∴丘郷近在より－　多くの見物人が

集まる。

ニの祭りは，石郡田の仲内1坊村ゝ　原坪一桑原1仲柁」六本木の7部子附二よって行

なわれる。祭りの様子を日を追って記すと－　およそ次のようになる。

丁月1日　世話人の寄合

各部蒋よりゝ　氏子総代と世話人2名および区長が坊村の「オカリヤ」に集まリー屋

台を出すか出さないなど祭りの相談をし－　その結果は，その日の内に部落に帰って報

告した。

7月丁日　神体渡御および道普請

この日は，同坪地内の八坂神社よリー　妨村の「オカリヤ」へ御神体を移す神事が行

なわれる。また－右郡田の全戸よりゝ1人ずつ出て－屋台の通る道を補修する。

7月13日　屋台の組立ゝ　喘子の練習

二の日に各部落とも「ワカイシダミ」によって－屋台の組立てと1飾り付けが行な

－50¶



われなお－　嚇子の練習もこの日に行なわれる。

丁月日日　神体上遷

夜半（午前10時頃）各部落の屋台が「オカリヤ」に集まり－神官ゝ区長，氏子総代，

世話人などの手により－神体が屋台と共に1八坂神社に上達する。

7月15日　屋台の解体，用具の引き継ぎ

朝方一塁体は1神社より各部落に帰F）ゝ「ワカイングミ」の手によって－取りこわ

される。また1この日のうちに翌年の世話人が決められ－提燈1磯子の道具が引き継

がれた。以上が祭りのあらましである。

本殿よr）仮殿に移された神体は－　7日間各部落の氏子総代一世話人が交代で御神酒

を上げたりして守護し1この間に五穀豊穣・家内安全などを願ってゝ　氏子が多く参拝

する。

神体の上達に際して1屋台は17部落のうち6部落より出され－仲内よりは神楽一

組が参加する。

屋台一神楽は原則として－毎年操り出されたが1災害一　凶作等により－経済的に苦

しい年は出すことを控えた。

隊列は1仲内の神楽（獅子2．天狗1．供3）を光恵に－桑臥原坪，六本木一　同

坪一仲根一　坊村の順に屋台が続いた。

屋台には－嚇子方など12人ていどが乗り1その引手は1家族捻出で行なわれた。引

き手は－赤飯のにぎりめしや－　にしんをかじr）－酒を飲むなどしながら屋台を引いた。

石郡田の人は全て－屋台引きにかり出されるため－嚇子方（太鼓3．笛1．鐘1．つづ

み2）は－近在の人を頼んで行なわれた。この嚇子方にはゝ希望者が多く集まりゝ　人

選に苦労したこともあった。

（4）野高谷の強飯

●行　事　名　三島神社強飯式＝大盤飯＝

●行　事　日11月28日（以前は旧の11月28日）

●場　　　所　宇都宮市野高谷町739番地

●伝承団体　野高谷町の6姓（上・東・下・北・台・西の各班）

●強いる物　飯

●関係社寺名　三島神社（祭神　大山紙命）

●行事経過11月28日－よいまち
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※（）内は旧暦で行われていた頃の様子。

9暗　祭りの大当番〔オオトウバン＝マツリトウバン〕の家に他の5姓の当番が集

まり，神社に奉納する〆縄を作り－正午頃までに神社に掲げる。

2時（5時）項1上・東・下・北・台・西の各社の当番の家に蛙内の人々が集まり

宴会が開かれる。ここで飲む酒の量はおよそ2・3升で飲み終わったころ－　当番の引

き渡しが行われる。引き獲しは－上座に着席しているトウバン（当番一本年）ジョウ

トウバン（上当番一昨年の当番）シタトウバン（下当番一乗年の当番）の順にハンギ

リからおよそ5合（昔は1升であった）の飯が盛られる。飯は新米を用い盛るのは当

番の組内の人によって行われた。飯は本膳の碗を用いるのでゝ普通に盛ることは出来

ない。そこでゝハンギリのはしでへラを使って飯を棒状にし1それを井桁に組んで－

ハシで支えた。当番の人は，食べ終わるまで家に帰ることが出来なかったため－相撲

を取ったり走りまわったりして，飯を食べるのに努力をしたという。

引き渡しの席

（上　座）

0　0　0
（シタバン）（トウバン）（ジョウバン）

0

0
王娃

完0

0

0

0

0
班

○　完

0

0
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（5）調査報告

旧　 暦
呼　　 び　　 名 行　　　　 事　　　　 内　　　　 容

ロ

ロ ○ ガ ン ジ ツ① ～ ⑭ ・早 朝 一 若 水 を くむ ① ～・㊤ ・朝 食 は ぞ うに ① ・赤 飯 を作

て 神 に供 え る ⑤

1 ○サ ン ガセ・チ ① ←㊤ ・三 が 日 は仕 事 を休 む① ～㊤ ・二 が ［＝ま醤 油 を煩 わ な い

H
3

④

4 ○ア ワ メ ン⑨ ・う る ち粟 を使 っ て め し を た 〈⑨

6

7

○ヤ マ イ リ① ～㊤

○ ナ ナ クサ ① ～ ㊤

・山 に 入 っ て も よ い① ～正 ・・福 ば し を 作 る① ・～㊤ 〔餅 －

に ぼ し ，米 ① ② 餅 ， わ か さ ぎ 1 禾 ④ 米 　ゝわ か き ぎ， 干 納

豆 ⑤ 札 に ほ’し1 維 豆⑤ 臥 こ ん ぶ ， わ か さ ぎ， 納 豆 ⑧

米 　ゝに ば し⑨ 〕

・七 草 が ゆ を 作 っ て 食べ る① ～ ⑪

田

14

1 5

2（）

23
8

0 ク ワ イ レ① ～ ⑭ ・畑 で 鳥 よば りを す る① ～⑪ 〔餅 ゝ に ぼ し ，米 ① 餅 1 に

〔カ ラ ス呼 ば りの 供 物 〕 ほ し③ 臥 わ か さ ぎ ， 禾④ 札 納 豆 ゝ塩 び き⑥ 米 ， 価 ⑨ 〕

ドン ドンヤ キ ① ・④ ⑲ ⑪ ・お 餅 I）を集 め 田 で 焼 く①・－⑤ ⑧ ～ ㊤ ・若 餅 を作 っ て ま

（ト リヤ キ② ⑤ ⑧ ⑨ ） ゆ 玉 を作 る① ・まゆ 玉 団 子 を飾 る② ～④ ⑤ ⑧ ⑨ －⑪ ・同

（ト リマ ゼ ③ ㊤ ） 子 を 焼 い て 食べ る③

C ア ズ キ ガ ユ ① ・② ④ ⑤ ⑦ －㊤ ・ ‥小 豆 が ゆ を作 っ て 食 べ る① ② ・④ ⑤ ⑦ ～・㊤ ・も ちば し を

（ア ズ キ メ シ⑥ ） 作 l）こ れ に か ゆ を ぬ り門 松 の抜 い た あ とに さす ① ・・④ ・ふ

〈ば し を 36 あ る い は 10 0ぜ ん 作 る⑨

○ ハ ッ カ シ ョウ ガ ツ ② ～④ ・⑤ ・お 供 え を くず し， し る こや ぞ うに を作 っ た恩 ・←① ⑥ ～

～ ㊤ ㊤

○ エ ビ ス コ ウ① ④ ⑤ ⑨ ⑪

○ オ ジ ゾ ウサ ン③

・え び す ， 大 黒 に 煮 し め ゝ 蝕 ， 魚 を 供 え る① ・一 升 ます

に 銭 を 人 れ て え び す 様 に 供 え る④ ⑤ ⑨ ⑪

・女 衆 が 集 ま っ て 念 仏 を唱 え 会 食 す る・② ④

24

2 4

2 8

（オ ジ ゾ ウサ マ ④ ）

○ テ ン ジ ン サ ン③
・天 神 様 の 祭 り③ ④ ・天 神 様 の境 内 で 子 供 ず も う を行 な

（テ ン ジ ンサ マ ④ ） う④

○ ア ズ キ ノ ン⑤ ㍉小 豆 め し を 作 っ て 食 べ る⑥

○ シ ョ ウ ゼ ン サ マ （9 ・玉 m の 勝 善 へ 馬 に 乗 っ て 詣 う で る⑤ ・岩 崎 観 音 へ 請 う

（ソ ウゼ ンサ マ ⑨ ） で る⑨

○ フ ドウ サ マ⑤ ⑨ ・女 は 多気 の 不 動 様 へ 参 拝 す る⑤ ⑨

2

8

1 0

19

〇ハ リ ク ヨ ウ⑥ ⑨ ・針 仕 事 を 休 む ⑥ ⑨

○ コ トハ ジ メ② －⑥ ⑧ ～ ⑪ ・め か い を 竹 竿 に 付 け て 屋 根 に 立 て る① ～⑪ ・笹 神 様 を

（デ ィ マ ナ ク① ⑦ ） 家 の 前 に 作 る① － ⑭

〇 ヂ ナ ンサ マ ③ ⑧ ⑨ ・団 子 を作 る③ ・餅 を作 る ⑧ ⑨

○ コ ン ビ ラ サ マ⑤ ・餅 をつ 呈 し る こ を 作 る⑤

0 フ グ ゴ ト⑧ ・古 峰 神 社 の 札 を 各 戸 に 配 る⑧

○ゼ ノブ ン① ～⑪ ・ ・豆 ま き をす る① ～⑰

○ハ ツ ウ マ ① － ⑭ ・し もつ か れ を作 町 稲荷 に 供 え る① ～⑰

2

3

1 0

○ ヒ ナ マ ツ リ①

（セ ッ ク② － ⑪ ）

・お ひ な 様 を 飾 り －草 餅 を作 る① ～ ⑪

○ コ ン ビ ラ サ マ ① ⑧ ・当番 の 家 に 集 ま り会 食 を す る① ・み こ しを か つ ぎ 各 戸

を廻 る⑧

○ ヒ ガ ン① － ㊤ ・団子 を作 り先 祖 の 宝 を供 養 す る① ｝㊤

○ム ギ ゴ ト⑤ ⑨ ・草 餅 を作 り‾＃ 峰 神 社 の 札 を立 て る⑤ ⑨

4
8 0 オ ン ャ カ サ マ ① －血 ・釈 迦 像 に 甘 茶 をか け る① ～ ⑭

15 ○ ラ イ ジ ン サ マ ④ ・雷 電 神 社 の お 札 を 苗 代 に き して 祭 る④

5 5 0 セ ッ ク① －⑭ ・鯉 の ぼ りを 立 て 柏 餅 を 作 る① ・～⑪
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旧 暦

月 日
呼　　 び　　 名 行　　　　 事　　　　 内　　　　 容

6

ロ ○ム クレツィタチ（む－（註・

（ムケノツィタチ（彰⑨）

（ムケツイタチ①）

・笹餅 を作 る① ・小豆め しを作る⑤ ・おこわを作 る⑨

8 0 マ グワハ ズシ④ ・仕事 を休む④

13 0 丁 ンノウサ イ④ ・まんじゅうを作る④

14 ○テンノウサマ① ・とうろ うを三島神社に奉納する①

15 ○テンノウサマ⑤ ・八坂神社に集 まって会食する（9

プ7 ○ムシオイ④ ・部落の中を鐘 を鳴 らしながら巡回する①

28 0 ア サマサマ（診 ・飯盛山に米ゝ赤飯を供 える⑧

0 サ ナプリ ・田植が終了した祝①－⑪ ・餅をつき手伝いの家々に配る

① ・餅 をつ き視せ きを招ね 〈③

7

ロ ○カマノ7 タ④⑤ ・仕事 を休み米の飯を作 る④ ・餅 をついた⑤⑧

7

（カマゴタ⑤⑧）

○タナバタ① －㊤

⊂1や シオイ

・七夕飾 りを作る① ～⑪ ・団子を作 る⑥ ・小麦まんじゅう

を作る⑨ ・墓 そうじをす る①②④⑤⑨

・7 日あるいは倍数の 14又 は21にH で みニ L をかつ く一③

13
ロ
○オボン① ～⑭

○カザマツ り①

・仏壇に季節の供物 をし墓参 りをする① －⑭

16 ・団子を作る這）－⑭

・2 10 日に雨 ごいをする①

8

ロ ○ハツサ ク②（彰⑤⑨ ・仕事を休む②④⑤⑨

15 ○ ジュウゴヤ①～⑫ ・おは ぎを作 る① ・すす き，団‾7－，柿等 を供える② －・⑪ ・

ほ うじぼ を打 って廻 る①→⑪

9

13

29

○ ジュウサ ンヤ① ～⑪

○オ クンチ④

（オクニヂ⑤⑨）

○ヒガン①～㊤

・おはぎを作 る① ・すす き一　団了－ゝ 柿 等を供える②・～㊤ ・

ぼ うじば を打 って廻 る①～⑭

・米の飯 とけんちん汁を作る④ ・甘洒を作る⑤⑨

・団子を作 り先祖の宝を供養する①～⑭

10

10

20

○ タノカミサマ① ・餅 をつ き神棚 に供 える①

○イナ リサマ① ・甘酒を作る①

○ヂテ ンサマ③（診⑨ ・餅 をつ 〈③⑧⑨

q しっ空とヤ匂 ＿＿一」＿＿＿ ・餅 をつ く⑦

○エビスコウ④⑤⑥⑨ ・けんちん汁を作る⑤⑥⑨

田

11至 ○ウジガ ミサマ④ ・赤飯を作 l）氏神に供える①

」旦 ○レイサイ⑨ ・加波山神社の祭 りで甘酒を作る⑨

24 ○ワタゴサ ン⑧ ・甘酒を作る①

12

ロ

8

Z6
ロ

○カピタリ①

（カビタレ⑤⑧ ） （カワピタ

レ⑥⑨） （カワピタリ⑦ （カ

ワ ピタレ⑲ ） （カワビタレ⑭ ）

0 コ トジマイ①②⑤⑥⑨－⑭

・餅 を川に投げ入れ る①⑤ ～⑪

・めかいを竹竿に付けて屋根に立て－笹神様を作る①②⑤

（ディマナ ク①⑦） （コ トコ ～㊤ ・そばか きを作 る① ・ね ぎを焼いて食べる⑥ ・ひい ら

ゴ トノオンマ イ⑧） ぎに唐が らしとね ぎをさす⑧

○モチ ノゝキ①－⑭ ・正月用の餅をつ く① ～⑭

28 ○オカサ り①～㊤・ ・新年 を迎 える準備 をする①～⑭

長調査地区　①野高谷（清原）　②鶉内（平石）　③屋板（横川）　④東木代

（瑞穂野）　⑤下川俣（豊郷）　⑥西田中（国本）　⑦坂本（城

山）　⑧大綱（富屋）　⑨中篠井（篠井）　⑲下欠下（姿川）

⑪羽牛田（雀宮）
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（6）解　　説

ここでは家の祭りである年中行事についてのみ述べる。本市で行なわれている年中

行事は，ほぼ表のとおりであるがゝ　ここではおもなものについて解説する。

●ヤマイリ

平地林の多い本市は山間地でなくともたいていの農家でいわゆるヤマを所有してい

る。このヤマでの仕事始めの日が1本市あたりでは1月6日で－　この日は戸主が供物

を山へ供え－　LJ」仕事の安全を祈り－　帰りに小正月に使う木を切ってくる。なおゝ供物

の中に干納豆や納豆を供える所があるのは興味深い。

●クワイレ

1月6日にヤマイリが行なわれるのに対し，田畑仕事始めの儀礼であるクワイレが，

本市では11日に行なわれる。ニの日は畑に行って′Jlさくうねを3うねうないゝ　そこに

桧1幣束をたてゝ　各うねに供物を供える。そしてそのあと「カラースー　カラースー　カ

ラース」と烏呼ばF）をし－　どのうねの供物を鳥がついばむかによって作付の豊凶を占

う儀礼を行なうのが一般的である。

●ドンドンヤキ1アズキガユ

1月の14115日を′Jl正月といい－　ニの時にはドンドンヤキやアズキガユの行事が行

なわれる。14日は朝松をさげたあとにマユダマダンゴやアワポ1ヒエポなどの作り物

を飾る。さげた松は村の子供達がもって行き，夕方これをあつめて燃やす。燃やす松

はただ一カ所に集めて重ねるだけではな〈－小屋をつ〈るのが一般的で－　これをトリ

ゴヤと呼んでいる。中に子供達が入り餅を焼いたり1甘酒をわかしたりする所もあl）－

その後火をつけて燃やす。この松を燃すことを本市あたりではドンドンヤキと呼ぶ所

が多いが，トリゴヤ，トリマゼと呼ぶ所もある。

翌15日の朝はアズキガマを炊いて食べるのがならわしである。まずモチバンとかカ

ユカキポウとかと呼ばれるヌルデ（ノテンポウ）で作ったハシでカユをかきまぜ－　そ

のハシを年神棚始め各神棚に供え－　ついでこのアズキガマを真申が太くなったハラミ

バンで食でる。なお－　このカエバシはその後とっておき，初富の時に落雷しないよう

イロリで燃したり－苗代しめの時水口にお札をはさんで立てたりする。

●コトハジメ

2月8日をコトハジメ，コメヨウカあるいはタイマナクという。この日本市内では－

母屋の軒先きにメカイを竹竿に付けて飾りつけたりするが－　これは沢山目のあいたメ
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カイを用いることによって，1つ目である厄神を除けるのだという。なおダイマナク

とは厄神をにらみつける大きなマナコの意である。またこの日1笹竹を3本たてて頂

部を結んだ笹神様を庭先きに祀る所がある。

●ジテンサマ

2月10日をヂナンサマと呼んでいる。ヂテン様がやってくる日といわれ－団子や餅

を月の数程つくり台所の臼にマスの中に入れて供えたりする。

●セップン

調査結果だけでは豆まきをするということだけになっているが，この日は－イワシ

の頭を豆柄にさし－　ソバをつけながら焼き－各戸口や便所ゝ井戸など豆をまく所にき

すならわしがある。

●ハツウマ

2月の最初の午の日を初午といいゝ本市内では－前日に作ったシモツカレを赤飯と

ともにワラットに入れ1「正一位稲荷大明神」と書いた五色の旗を持って稲荷様にお

参r）する。

●五月セック

3月3日のセッタが女のセックに対し－　5月5日のセックは男の子の成長を祝う男

の節句である。ここでは鯉のぼりを立て柏餅をつくるのみとなっているが－本市内で

はこの他母屋の軒先きにヨモギとショウプを飾りつけゝこの他ショウブ洒をのみ1シ

ョウ70軌こ入る風習が見られる。ショウブ酒をのんだr），ショウブ湯にはいるのは特

に女がするものだともいわれているが－　これはへどの子を宿さないためなのだといわ

れる。

●カマノ7夕ゝ　七夕ゝ　オボン

7月はお盆の月である。普通お盆というと7月13～16日の間をさすようであるが－

実際には7月1日からその準備が始まっている。7月1日をカマノフタあるいはカマ

ツ70タという。地獄の釜の7タがあく日で亡者がお盆に供え旅立つともいわれてい

る。この日は′」ゝ麦マンジュウをつくったり，餅をついたりし－台所の大釜に供えると

ころもある。

七夕は星祭りと解釈している人が多いが－農家で行なわれている行事内容をみると－

墓掃除を行なうなど盆の準備としての行事が色こくみられる。

13日を迎え盆といい－　この日は夕方チョウナンを持って墓参I）をする。盆飾りは仏

－56一



壇とは異なった庭に面した縁側などに設ける。棚にはソウメン，ワカメ1ホウズキな

どをかけゝ　台にはイモやハスの菓の上にのせたキュウリやナスでつくった馬を飾る。

なお本市内ではこの盆飾りの棚に麻柄を使う所が多い。16日は送り盆で－　この時には

墓参r）をするが1盆の供物は途中の道端に供なえるという所が多い。

●カザマツリ

稲の収穫をH前にした210日前後は－また台風が被害をもたらす季節でもある。ニの

ため各地で風の吾がないことを祈る風祭りが行なわれている。栃木県下では－　この時

に獅子舞の奉納や天祭を行なう所が多いがゝ本市内でも新里町神郷地区ゝ関堀地区一

飯山地区などで獅子舞が－砥上地区一　野尻地区一上龍谷地区などで天祭がそれぞれ行

なわれている。

●ジュウゴヤゝ　ジュウサンヤ

旧暦8月15日を十五夜－　9月13日を十三夜と呼び－　それぞれ月見が行なわれる。こ

の時には－　ダンゴをつくりサツマイモ1サトイモゝクリー　カキなどの秋の収穫物それ

にススキなどを供える。庭に面した緑㈲などにチャフ0台の上に供えて飾る例が多いが－

家によっては箕の上にこれら供物を飾る所もある。またタンゴは作らず－赤飯やボタ

モチを作るのを家例とする家も多い。なお－　この十五夜一十三夜には1子供達が新ワ

ラを束ねたものを持って各家々をめぐり庭先きでボウジボを行なう。

●ヂテンサマ，トウカンヤ

旧10月10日をヂナンサマとかトウカンヤといっている。この日はヂナンサマの使い

であるカエルが餅を背負って天に帰るのだといわれゝ　各地で餅をつく。

●カピタリ

この日は水神様の祭りだという。餅をついて川に供える。

●シワスヨウカ

2月8日に対し12月8日をシワスヨウカとかコトジマイなどという。2月8日と同

じくメカイをたてかけたりするが－笹神様はこの時は12月8日と異なって母屋の裏

庭につくる。
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11ゝ　民俗芸能

（1）奉納の様子

■　　　　　　　■

二荒神社の神楽　　　く馬場通〉

努J！j麹
一

八坂神社の神楽　　く今泉〉

宗円獅子舞　　く新里〉　　　　　　新清流長島五段昭子　　く御田長島〉

（2）瓦谷の神楽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注－㊧

瓦谷の太々神楽は－「大和流太々神楽」と称し，江戸時代中期より伝承されてきた

らしい。

明治初年より旧1月28日（昭和41年より1月5日）恒例の行事として部落の鎮守で

ある平野神社に奉納される。

また－宇都宮二荒山神社へもゝ明治の初期より戦前までこの神楽が奉納されていた。

神楽の舞・御難子等の技術は－代々瓦谷の人々に受けつがれゝ今日までその技術は立

派に伝承されている。
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